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既存モルタル

新設モルタル

既存仕上(磁器質タイル300角t20)ポリッシャー洗浄

磁器質タイル300角 t10
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(※はモルタル下地の上)
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既存モルタル 乾式二重床の上タイルカーペット500角 t7.5
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既存コンクリート

新設LGS

アクリル樹脂系多意匠装飾仕上塗材

LGS(千鳥配置)+[GB-Ft21+GB-R-Ht9.5](両面)
+フレキシブルボードt8.0の上EP塗装

符　号 下　　　地 仕　　　上

外　　　　　　部
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IW-2

IW-3

IW-4

IW-5

IW-6

IW-7

IW-8
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IW-10

既存仕上

既存コンクリート

EP塗装(※はコンクリート増打ちの上)

LGS+GB-Rt12.5+t9.5の上EP塗装(※はGB-S)

符　号 下　　　地 仕　　　上

内　　　　　　部

新設LGS GB-St12.5の上ステンレス板張り

新設LGS GB-Rt12.5+t9.5の上EP塗装

既存コンクリート 清掃

新設LGS GB-Rt12.5の上EP塗装

新設LGS GB-St12.5の上EP塗装

既存コンクリート LGS+GB-Rt12.5の上EP塗装(※はGB-S)

新設LGS(千鳥配置) [GB-Ft21+GB-R-Ht9.5](両面)の上EP塗装

新設LGS+GB-R 既存再利用材含有テラゾ―仕上(※はコンクリートの上)

既存仕上 EP塗装(※はコンクリート増打ちの上)

既存コンクリート 外壁用塗膜防水材仕上

既存コンクリート
既存仕上高圧洗浄の上透明保護塗料
(屋内は既存仕上清掃の上)

新設LGS GB-St12.5+フレキシブルボードt8.0の上EP塗装

既存コンクリート 既存仕上清掃の上撥水材塗布

新設ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 外壁用塗膜防水材仕上

IW-11 新設LGS+GB-R 吹付用軽量塗材E(既存再利用材含有)
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設備基礎ゲタ新設
2300×400×H600×3

新規梁
ｽﾘｰﾌﾞ

設備用壁開口150φOP-G1

新規床
開口

OP-F1

符　号

箱抜床開口W500×D300 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

設備用床スリーブ75φ 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

設備用床スリーブ100φ 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

設備用床スリーブ200φ 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)OP-F5

OP-F6

OP-F7

種　　別（※箱抜開口閉塞詳細は構造図参照）

新規壁
開口

OP-W1

箱抜壁開口W900×H300 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

箱抜壁開口W500×H300 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

OP-W2
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OP-W5

[耐震壁]人通用開口W1550×H2350
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[耐震壁]人通用開口W1150×H2050

設備用壁スリーブ150φOP-W10

OP-F2 箱抜床開口W800×D500 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

OP-F3 箱抜床開口W450×D450 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

箱抜壁開口W800×H500OP-W6

設備用壁スリーブ200φOP-W9

設備用壁スリーブ300φ 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)OP-W8

箱抜壁開口W1000×H350OP-W7

設備用壁スリーブ100φOP-W11

設備用壁スリーブ50φOP-W12

OP-W13 [雑壁]人通用開口W950×H2050

OP-W14 [雑壁]人通用開口W1500×H2050

OP-W15 [雑壁]人通用開口W1000×H2050

OP-F4 箱抜床開口W400×D150 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

既存消火器BOX開口閉塞
※詳細は構造図参照
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部分撤去

既存袖壁
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既存建具撤去
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床下点検口

既存建具撤去

既設井戸
(既存のまま)

防火設備　凡例

防火設備（常時閉鎖式）

防火設備（煙感連動随時閉鎖式）

特定防火設備（常時閉鎖式）

特定防火設備（煙感連動随時閉鎖式）

特定防火設備（遮煙対応）

不燃扉
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新設LGS

アクリル樹脂系多意匠装飾仕上塗材

LGS(千鳥配置)+[GB-Ft21+GB-R-Ht9.5](両面)
+フレキシブルボードt8.0の上EP塗装

符　号 下　　　地 仕　　　上

外　　　　　　部

IW-1

IW-2

IW-3

IW-4

IW-5

IW-6

IW-7

IW-8

IW-9

IW-10

既存仕上

既存コンクリート

EP塗装(※はコンクリート増打ちの上)

LGS+GB-Rt12.5+t9.5の上EP塗装(※はGB-S)

符　号 下　　　地 仕　　　上

内　　　　　　部

新設LGS GB-St12.5の上ステンレス板張り

新設LGS GB-Rt12.5+t9.5の上EP塗装

既存コンクリート 清掃

新設LGS GB-Rt12.5の上EP塗装

新設LGS GB-St12.5の上EP塗装

既存コンクリート LGS+GB-Rt12.5の上EP塗装(※はGB-S)

新設LGS(千鳥配置) [GB-Ft21+GB-R-Ht9.5](両面)の上EP塗装

新設LGS+GB-R 既存再利用材含有テラゾ―仕上(※はコンクリートの上)

既存仕上 EP塗装(※はコンクリート増打ちの上)

既存コンクリート 外壁用塗膜防水材仕上

既存コンクリート
既存仕上高圧洗浄の上透明保護塗料
(屋内は既存仕上清掃の上)

新設LGS GB-St12.5+フレキシブルボードt8.0の上EP塗装

既存コンクリート 既存仕上清掃の上撥水材塗布

新設ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 外壁用塗膜防水材仕上

IW-11 新設LGS+GB-R 吹付用軽量塗材E(既存再利用材含有)
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設備基礎ゲタ

設備基礎用H鋼新設×2本
溶融亜鉛メッキ処理
150×150×7×10×L3500
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←FLを基準とした床仕上レベル

←FLを基準とした床下地レベル

←天井高さ

←室名

○○○㎡ ←壁芯の床面積

新規梁
ｽﾘｰﾌﾞ

設備用壁開口150φOP-G1

新規床
開口

OP-F1

符　号

箱抜床開口W500×D300 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

設備用床スリーブ75φ 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

設備用床スリーブ100φ 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

設備用床スリーブ200φ 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)OP-F5

OP-F6

OP-F7

種　　別（※箱抜開口閉塞詳細は構造図参照）

新規壁
開口

OP-W1

箱抜壁開口W900×H300 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

箱抜壁開口W500×H300 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

OP-W2

OP-W3

OP-W4

OP-W5

[耐震壁]人通用開口W1550×H2350

[耐震壁]人通用開口W1350×H2050

[耐震壁]人通用開口W1150×H2050

設備用壁スリーブ150φOP-W10

OP-F2 箱抜床開口W800×D500 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

OP-F3 箱抜床開口W450×D450 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

箱抜壁開口W800×H500OP-W6

設備用壁スリーブ200φOP-W9

設備用壁スリーブ300φ 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)OP-W8

箱抜壁開口W1000×H350OP-W7

設備用壁スリーブ100φOP-W11

設備用壁スリーブ50φOP-W12

OP-W13 [雑壁]人通用開口W950×H2050

OP-W14 [雑壁]人通用開口W1500×H2050

OP-W15 [雑壁]人通用開口W1000×H2050

OP-F4 箱抜床開口W400×D150 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

曲面天井R1094
CH2350〜3000

IW-5
(開口塞ぎ)

設備基礎用H鋼新設×2本
溶融亜鉛メッキ処理
150×150×7×10×L1700

ﾗﾝﾄﾞﾘｰｽﾍﾟｰｽ

設備基礎:
鋼製防水巻上げ
処理タイプ
※詳細図参照
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アルミ笠木新設

アルミ笠木新設

アルミ笠木
新設

アルミ笠木
新設

アルミ笠木
新設

アルミ笠木
新設

アルミ笠木
新設

アルミ笠木
新設

アルミ笠木
新設 アルミ笠木

新設

アルミ笠木
新設

アルミ笠木新設

アルミ笠木新設

アルミ笠木新設

消

ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ
(設備工事)

ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ(設備工事)

見切:SUS-FBt6

IF-3※

既存フカシ
壁撤去

既存消火器BOX開口閉塞
※詳細は構造図参照

既存袖壁
部分撤去

既存袖壁
部分撤去

ELV
更新

床仕上

EF-1

EF-2

EF-3

EF-4

EF-5

EF-6

EF-7

EF-8

EF-9

EF-10

既存モルタル

新設モルタル

既存仕上(磁器質タイル300角t20)ポリッシャー洗浄

磁器質タイル300角 t10

符　号 下　　　地 仕　　　上

外　　　　　　部

IF-1

IF-2

IF-3

IF-4

IF-5

IF-6

IF-7

IF-8

IF-9

IF-10

既存モルタル

乾式二重床

ビニル床タイル300角 t2.5

ビニル床シートt2.5(特殊防滑シート)
(※はモルタル下地の上)

符　号 下　　　地 仕　　　上

内　　　　　　部

既存モルタル ビニル床シートt2.0(※は新設モルタルの上)

既存モルタル 乾式二重床の上シートフローリング t12

既存モルタル 乾式二重床の上タイルカーペット500角 t7.5

既存モルタル 乾式二重床の上ビニル床シートt2.0

既存モルタル 乾式二重床の上薄畳(ヘリ無し半畳タイプ)

既存ｺﾝｸﾘｰﾄ・既存ﾓﾙﾀﾙ 清掃

乾式二重床 人工再生木材 25×145

既存コンクリート アスファルト露出防水(※は断熱工法)

新設モルタル 金鏝押え

既存コンクリート 既存仕上高圧洗浄の上ウレタン塗膜防水
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防火設備　凡例

防火設備（常時閉鎖式）

防火設備（煙感連動随時閉鎖式）

特定防火設備（常時閉鎖式）

特定防火設備（煙感連動随時閉鎖式）

特定防火設備（遮煙対応）

不燃扉

遮煙扉

排煙オペレーター(手動ワンタッチオープン)　設置高さ：床面+1.5m
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不
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消火器(床置き型ケース)消

消火器(埋込型ボックス)消
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道路境界線

隣地境界線

管理区分境界線

管理区分境界線

壁仕上

EW-1

EW-2

EW-3

EW-4

EW-5

EW-6

EW-7

EW-8

EW-9

既存コンクリート

新設LGS

アクリル樹脂系多意匠装飾仕上塗材

LGS(千鳥配置)+[GB-Ft21+GB-R-Ht9.5](両面)
+フレキシブルボードt8.0の上EP塗装

符　号 下　　　地 仕　　　上

外　　　　　　部

IW-1

IW-2

IW-3

IW-4

IW-5

IW-6

IW-7

IW-8

IW-9

IW-10

既存仕上

既存コンクリート

EP塗装(※はコンクリート増打ちの上)

LGS+GB-Rt12.5+t9.5の上EP塗装(※はGB-S)

符　号 下　　　地 仕　　　上

内　　　　　　部

新設LGS GB-St12.5の上ステンレス板張り

新設LGS GB-Rt12.5+t9.5の上EP塗装

既存コンクリート 清掃

新設LGS GB-Rt12.5の上EP塗装

新設LGS GB-St12.5の上EP塗装

既存コンクリート LGS+GB-Rt12.5の上EP塗装(※はGB-S)

新設LGS(千鳥配置) [GB-Ft21+GB-R-Ht9.5](両面)の上EP塗装

新設LGS+GB-R 既存再利用材含有テラゾ―仕上(※はコンクリートの上)

既存仕上 EP塗装(※はコンクリート増打ちの上)

既存コンクリート 外壁用塗膜防水材仕上

既存コンクリート
既存仕上高圧洗浄の上透明保護塗料
(屋内は既存仕上清掃の上)

新設LGS GB-St12.5+フレキシブルボードt8.0の上EP塗装

既存コンクリート 既存仕上清掃の上撥水材塗布

新設ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 外壁用塗膜防水材仕上

IW-11 新設LGS+GB-R 吹付用軽量塗材E(既存再利用材含有)
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設備用壁開口150φOP-G1
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OP-F1

符　号

箱抜床開口W500×D300 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

設備用床スリーブ75φ 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

設備用床スリーブ100φ 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

設備用床スリーブ200φ 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)OP-F5

OP-F6

OP-F7

種　　別（※箱抜開口閉塞詳細は構造図参照）

新規壁
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箱抜壁開口W900×H300 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)
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OP-W5

[耐震壁]人通用開口W1550×H2350
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OP-F2 箱抜床開口W800×D500 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

OP-F3 箱抜床開口W450×D450 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

箱抜壁開口W800×H500OP-W6

設備用壁スリーブ200φOP-W9
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OP-W14 [雑壁]人通用開口W1500×H2050

OP-W15 [雑壁]人通用開口W1000×H2050

OP-F4 箱抜床開口W400×D150 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)
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既存仕上(磁器質タイル300角t20)ポリッシャー洗浄

磁器質タイル300角 t10

符　号 下　　　地 仕　　　上

外　　　　　　部
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IF-5
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IF-8
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既存モルタル

乾式二重床

ビニル床タイル300角 t2.5

ビニル床シートt2.5(特殊防滑シート)
(※はモルタル下地の上)

符　号 下　　　地 仕　　　上

内　　　　　　部

既存モルタル ビニル床シートt2.0(※は新設モルタルの上)

既存モルタル 乾式二重床の上シートフローリング t12

既存モルタル 乾式二重床の上タイルカーペット500角 t7.5

既存モルタル 乾式二重床の上ビニル床シートt2.0

既存モルタル 乾式二重床の上薄畳(ヘリ無し半畳タイプ)

既存ｺﾝｸﾘｰﾄ・既存ﾓﾙﾀﾙ 清掃

乾式二重床 人工再生木材 25×145

既存コンクリート アスファルト露出防水(※は断熱工法)

新設モルタル 金鏝押え

既存コンクリート 既存仕上高圧洗浄の上ウレタン塗膜防水

イス4脚(リペア)
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防火設備　凡例

防火設備（常時閉鎖式）

防火設備（煙感連動随時閉鎖式）

特定防火設備（常時閉鎖式）

特定防火設備（煙感連動随時閉鎖式）

特定防火設備（遮煙対応）
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-30

-30(1SL±0)

CH3450

㎡13.91

空調機置場

-2380〜±0

-2350〜-30(1SL±0)

CH1800〜2670

㎡22.09

±0

-30(1SL±0)

CH2500

㎡18.21

公衆男子WC

±0

-30(1SL±0)

CH2500

㎡17.59

倉庫5

±0

-30(1SL±0)

CH3420

㎡2.81

多機能WC(BF対応)

±0

-30(1SL±0)

CH2500

㎡5.52

授乳室

㎡12.25

倉庫4

-30

-30(1SL±0)

CH1,800〜2670

㎡20.14

OP-W4

ホワイエ・出入口1

㎡38.07

出入口2

+700

-30(1SL±0)

CH2300

㎡7.70分電盤室

±0

-30(1SL±0)
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㎡8.80

中回廊(半屋外)

㎡84.89
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排煙OP

排煙OP

排煙OP

排煙OP
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-30(1SL±0)
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IW-5

EW-2 EW-2
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EW-2
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IW-1IW-10
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GW吸音ボード張り
t50(32kg/㎥)
ピン留め工法

IW-10 IW-10
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2300 2100
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※

IW-4※

IW-7
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IW-1

CB素地

IW-10

IW-4※

IF-5

散水栓

床下点検口

床下点検口

床下点検口

床下点検口

±0〜+700

-30(1SL±0)

CH6670、一部CH2500

防煙垂壁
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下り天CH2100

下り天CH2200
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-30(1SL±0)

CH1800〜2600
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X
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EW-2

EW-1

EW-2

EW-1
EW-1

IW-5(高壁用)

EW-7
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既存CBの上
IW-4※

CB素地
開口塞ぎ(CB)

新設CBの上
IW-4※

EW-4

電気盤W500×
H700×D150新設

下り天新設
CH2300 OP-W12×3

OP-W12×2

OP-W4

OP-W12

OP-W11

OP-W11

有効1407.5

有効1435

±
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0
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RC設備基礎新設
3500×4300×H150

RC設備基礎(既存)
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IW-4

1
1
0
0

有
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1250
有効

OP-W13

下り天新設
CH2300

下り天新設
CH2300

下り天新設
CH2300

200

IW-6(LGS無し)
(※GL工法)

緩勾配約1/300

1502400

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ平板
300×300×t60×2枚
×8箇所新設

50
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消

消

OP-W5

OP-W51
2
5

公衆女子WC

ﾍﾞﾋﾞｰﾍﾞｯﾄﾞ
・ﾀﾞｽﾄﾎﾞｯｸｽ

既存ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ撤去及び
排水溝清掃の上
SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW150新設

既存消火器BOX開口閉塞
※詳細は構造図参照

既存消火器BOX開口閉塞
※詳細は構造図参照

N

地窓

地窓

地窓

既存建具撤去

既存建具撤去

既存建具撤去

壁仕上

EW-1

EW-2

EW-3

EW-4

EW-5

EW-6

EW-7

EW-8

EW-9

既存コンクリート

新設LGS

アクリル樹脂系多意匠装飾仕上塗材

LGS(千鳥配置)+[GB-Ft21+GB-R-Ht9.5](両面)
+フレキシブルボードt8.0の上EP塗装

符　号 下　　　地 仕　　　上

外　　　　　　部

IW-1

IW-2

IW-3

IW-4

IW-5

IW-6

IW-7

IW-8

IW-9

IW-10

既存仕上

既存コンクリート

EP塗装(※はコンクリート増打ちの上)

LGS+GB-Rt12.5+t9.5の上EP塗装(※はGB-S)

符　号 下　　　地 仕　　　上

内　　　　　　部

新設LGS GB-St12.5の上ステンレス板張り

新設LGS GB-Rt12.5+t9.5の上EP塗装

既存コンクリート 清掃

新設LGS GB-Rt12.5の上EP塗装

新設LGS GB-St12.5の上EP塗装

既存コンクリート LGS+GB-Rt12.5の上EP塗装(※はGB-S)

新設LGS(千鳥配置) [GB-Ft21+GB-R-Ht9.5](両面)の上EP塗装

新設LGS+GB-R 既存再利用材含有テラゾ―仕上(※はコンクリートの上)

既存仕上 EP塗装(※はコンクリート増打ちの上)

既存コンクリート 外壁用塗膜防水材仕上

既存コンクリート
既存仕上高圧洗浄の上透明保護塗料
(屋内は既存仕上清掃の上)

新設LGS GB-St12.5+フレキシブルボードt8.0の上EP塗装

既存コンクリート 既存仕上清掃の上撥水材塗布

新設ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 外壁用塗膜防水材仕上

IW-11 新設LGS+GB-R 吹付用軽量塗材E(既存再利用材含有)

新規梁
ｽﾘｰﾌﾞ

設備用壁開口150φOP-G1

新規床
開口

OP-F1

符　号

箱抜床開口W500×D300 区画貫通処理
(熱膨張耐火材+モルタル充填)

設備用床スリーブ75φ 区画貫通処理(〃)

設備用床スリーブ100φ 区画貫通処理(〃)

設備用床スリーブ200φ 区画貫通処理(〃)OP-F5

OP-F6

OP-F7

種別（※箱抜開口閉塞詳細は構造図参照）

新規壁
開口

OP-W1

箱抜壁開口W900×H300 区画貫通処理
(熱膨張耐火材+モルタル充填)

箱抜壁開口W500×H300 区画貫通処理(〃)

OP-W2

OP-W3

OP-W4

OP-W5

[耐震壁]人通用開口W1550×H2350

[耐震壁]人通用開口W1350×H2050

[耐震壁]人通用開口W1150×H2050

設備用壁スリーブ150φOP-W10

OP-F2 箱抜床開口W800×D500 区画貫通処理(〃)

OP-F3 箱抜床開口W450×D450 区画貫通処理(〃)

箱抜壁開口W800×H500OP-W6

設備用壁スリーブ200φOP-W9

設備用壁スリーブ300φ 区画貫通処理(〃)OP-W8

箱抜壁開口W1000×H350OP-W7

設備用壁スリーブ100φOP-W11

設備用壁スリーブ50φOP-W12

OP-W13 [雑壁]人通用開口W950×H2050

OP-W14 [雑壁]人通用開口W1500×H2050

OP-W15 [雑壁]人通用開口W1000×H2050

OP-F4 箱抜床開口W400×D150 区画貫通処理(〃)

床仕上

EF-1

EF-2

EF-3

EF-4

EF-5

EF-6

EF-7

EF-8

EF-9

EF-10

既存モルタル

新設モルタル

既存仕上(磁器質タイル300角t20)ポリッシャー洗浄

磁器質タイル300角 t10

符　号 下　　　地 仕　　　上

外　　　　　　部

IF-1

IF-2

IF-3

IF-4

IF-5

IF-6

IF-7

IF-8

IF-9

IF-10

既存モルタル

乾式二重床

ビニル床タイル300角 t2.5

ビニル床シートt2.5(特殊防滑シート)
(※はモルタル下地の上)

符　号 下　　　地 仕　　　上

内　　　　　　部

既存モルタル ビニル床シートt2.0(※は新設モルタルの上)

既存モルタル 乾式二重床の上シートフローリング t12

既存モルタル 乾式二重床の上タイルカーペット500角 t7.5

既存モルタル 乾式二重床の上ビニル床シートt2.0

既存モルタル 乾式二重床の上薄畳(ヘリ無し半畳タイプ)

既存ｺﾝｸﾘｰﾄ・既存ﾓﾙﾀﾙ 清掃

乾式二重床 人工再生木材 25×145

既存コンクリート アスファルト露出防水(※は断熱工法)

新設モルタル 金鏝押え

既存コンクリート 既存仕上高圧洗浄の上ウレタン塗膜防水

○○○○○

±0

±0(○SL±0)

CH0,000

←FLを基準とした床仕上レベル

←FLを基準とした床下地レベル

←天井高さ

←室名

○○○㎡ ←壁芯の床面積

防火設備　凡例

防火設備（常時閉鎖式）

防火設備（煙感連動随時閉鎖式）

特定防火設備（常時閉鎖式）

特定防火設備（煙感連動随時閉鎖式）

特定防火設備（遮煙対応）

不燃扉

遮煙扉

排煙オペレーター(手動ワンタッチオープン)
設置高さ：床面+1.5m

防

防

特

特

特s

不

遮

OP

消火器(床置き型ケース)消

消火器(埋込型ボックス)消
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4.81㎡/0.3㎡=16.03 →17人
2.52㎡/0.3㎡=8.400 →9人

3.32㎡/0.3㎡=11.06 →12人
1.82㎡/0.3㎡=6.066 →7人
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参照

EW-4

EW-4

IF-4

IF-3

柵:St-FBt9×W60
×H900×L850

柵:St-FBt9×W60
×H900×L850

中回廊(屋内)

㎡82.66

±0

-30(2SL±0)

CH2700

【ホール棟】２階平面詳細図 S=1/100

N

YRD

IF-1

壁仕上

EW-1

EW-2

EW-3

EW-4

EW-5

EW-6

EW-7

EW-8

EW-9

既存コンクリート

新設LGS

アクリル樹脂系多意匠装飾仕上塗材

LGS(千鳥配置)+[GB-Ft21+GB-R-Ht9.5](両面)
+フレキシブルボードt8.0の上EP塗装

符　号 下　　　地 仕　　　上

外　　　　　　部

IW-1

IW-2

IW-3

IW-4

IW-5

IW-6

IW-7

IW-8

IW-9

IW-10

既存仕上

既存コンクリート

EP塗装(※はコンクリート増打ちの上)

LGS+GB-Rt12.5+t9.5の上EP塗装(※はGB-S)

符　号 下　　　地 仕　　　上

内　　　　　　部

新設LGS GB-St12.5の上ステンレス板張り

新設LGS GB-Rt12.5+t9.5の上EP塗装

既存コンクリート 清掃

新設LGS GB-Rt12.5の上EP塗装

新設LGS GB-St12.5の上EP塗装

既存コンクリート LGS+GB-Rt12.5の上EP塗装(※はGB-S)

新設LGS(千鳥配置) [GB-Ft21+GB-R-Ht9.5](両面)の上EP塗装

新設LGS+GB-R 既存再利用材含有テラゾ―仕上(※はコンクリートの上)

既存仕上 EP塗装(※はコンクリート増打ちの上)

既存コンクリート 外壁用塗膜防水材仕上

既存コンクリート
既存仕上高圧洗浄の上透明保護塗料
(屋内は既存仕上清掃の上)

新設LGS GB-St12.5+フレキシブルボードt8.0の上EP塗装

既存コンクリート 既存仕上清掃の上撥水材塗布

新設ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 外壁用塗膜防水材仕上

IW-11 新設LGS+GB-R 吹付用軽量塗材E(既存再利用材含有)

新規梁
ｽﾘｰﾌﾞ

設備用壁開口150φOP-G1

新規床
開口

OP-F1

符　号

箱抜床開口W500×D300 区画貫通処理
(熱膨張耐火材+モルタル充填)

設備用床スリーブ75φ 区画貫通処理(〃)

設備用床スリーブ100φ 区画貫通処理(〃)

設備用床スリーブ200φ 区画貫通処理(〃)OP-F5

OP-F6

OP-F7

種別（※箱抜開口閉塞詳細は構造図参照）

新規壁
開口

OP-W1

箱抜壁開口W900×H300 区画貫通処理
(熱膨張耐火材+モルタル充填)

箱抜壁開口W500×H300 区画貫通処理(〃)

OP-W2

OP-W3

OP-W4

OP-W5

[耐震壁]人通用開口W1550×H2350

[耐震壁]人通用開口W1350×H2050

[耐震壁]人通用開口W1150×H2050

設備用壁スリーブ150φOP-W10

OP-F2 箱抜床開口W800×D500 区画貫通処理(〃)

OP-F3 箱抜床開口W450×D450 区画貫通処理(〃)

箱抜壁開口W800×H500OP-W6

設備用壁スリーブ200φOP-W9

設備用壁スリーブ300φ 区画貫通処理(〃)OP-W8

箱抜壁開口W1000×H350OP-W7

設備用壁スリーブ100φOP-W11

設備用壁スリーブ50φOP-W12

OP-W13 [雑壁]人通用開口W950×H2050

OP-W14 [雑壁]人通用開口W1500×H2050

OP-W15 [雑壁]人通用開口W1000×H2050

OP-F4 箱抜床開口W400×D150 区画貫通処理(〃)

床仕上

EF-1

EF-2

EF-3

EF-4

EF-5

EF-6

EF-7

EF-8

EF-9

EF-10

既存モルタル

新設モルタル

既存仕上(磁器質タイル300角t20)ポリッシャー洗浄

磁器質タイル300角 t10

符　号 下　　　地 仕　　　上

外　　　　　　部

IF-1

IF-2

IF-3

IF-4

IF-5

IF-6

IF-7

IF-8

IF-9

IF-10

既存モルタル

乾式二重床

ビニル床タイル300角 t2.5

ビニル床シートt2.5(特殊防滑シート)
(※はモルタル下地の上)

符　号 下　　　地 仕　　　上

内　　　　　　部

既存モルタル ビニル床シートt2.0(※は新設モルタルの上)

既存モルタル 乾式二重床の上シートフローリング t12

既存モルタル 乾式二重床の上タイルカーペット500角 t7.5

既存モルタル 乾式二重床の上ビニル床シートt2.0

既存モルタル 乾式二重床の上薄畳(ヘリ無し半畳タイプ)

既存ｺﾝｸﾘｰﾄ・既存ﾓﾙﾀﾙ 清掃

乾式二重床 人工再生木材 25×145

既存コンクリート アスファルト露出防水(※は断熱工法)

新設モルタル 金鏝押え

既存コンクリート 既存仕上高圧洗浄の上ウレタン塗膜防水

防火設備　凡例

防火設備（常時閉鎖式）

防火設備（煙感連動随時閉鎖式）

特定防火設備（常時閉鎖式）

特定防火設備（煙感連動随時閉鎖式）

特定防火設備（遮煙対応）

不燃扉

遮煙扉

排煙オペレーター(手動ワンタッチオープン)
設置高さ：床面+1.5m

防

防

特

特

特s

不

遮

OP

消火器(床置き型ケース)消

消火器(埋込型ボックス)消

【改修】〈ホール棟〉
2階平面詳細図

RA-28

A1:1/50
A3:1/100

○○○○○

±0

±0(○SL±0)

CH0,000

←FLを基準とした床仕上レベル

←FLを基準とした床下地レベル

←天井高さ

←室名

○○○㎡ ←壁芯の床面積
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一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾
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開口塞ぎ(CB)

新設CBの上
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電気盤W500×
H700×D150新設

OP-W12×2

OP-W12

OP-W11

OP-W11
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有効1435
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既存床仕上のまま

既存床仕上のまま
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公衆女子WC
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・ﾀﾞｽﾄﾎﾞｯｸｽ

既存ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ撤去及び
排水溝清掃の上
SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW150新設

N

既存建具撤去

壁仕上

EW-1

EW-2

EW-3

EW-4

EW-5

EW-6

EW-7

EW-8

EW-9

既存コンクリート

新設LGS

アクリル樹脂系多意匠装飾仕上塗材

LGS(千鳥配置)+[GB-Ft21+GB-R-Ht9.5](両面)
+フレキシブルボードt8.0の上EP塗装

符　号 下　　　地 仕　　　上

外　　　　　　部

IW-1

IW-2

IW-3

IW-4

IW-5

IW-6

IW-7

IW-8

IW-9

IW-10

既存仕上

既存コンクリート

EP塗装(※はコンクリート増打ちの上)

LGS+GB-Rt12.5+t9.5の上EP塗装(※はGB-S)

符　号 下　　　地 仕　　　上

内　　　　　　部

新設LGS GB-St12.5の上ステンレス板張り

新設LGS GB-Rt12.5+t9.5の上EP塗装

既存コンクリート 清掃

新設LGS GB-Rt12.5の上EP塗装

新設LGS GB-St12.5の上EP塗装

既存コンクリート LGS+GB-Rt12.5の上EP塗装(※はGB-S)

新設LGS(千鳥配置) [GB-Ft21+GB-R-Ht9.5](両面)の上EP塗装

新設LGS+GB-R 既存再利用材含有テラゾ―仕上(※はコンクリートの上)

既存仕上 EP塗装(※はコンクリート増打ちの上)

既存コンクリート 外壁用塗膜防水材仕上

既存コンクリート
既存仕上高圧洗浄の上透明保護塗料
(屋内は既存仕上清掃の上)

新設LGS GB-St12.5+フレキシブルボードt8.0の上EP塗装

既存コンクリート 既存仕上清掃の上撥水材塗布

新設ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 外壁用塗膜防水材仕上

IW-11 新設LGS+GB-R 吹付用軽量塗材E(既存再利用材含有)

新規梁
ｽﾘｰﾌﾞ

設備用壁開口150φOP-G1

新規床
開口

OP-F1

符　号

箱抜床開口W500×D300 区画貫通処理
(熱膨張耐火材+モルタル充填)

設備用床スリーブ75φ 区画貫通処理(〃)

設備用床スリーブ100φ 区画貫通処理(〃)

設備用床スリーブ200φ 区画貫通処理(〃)OP-F5

OP-F6

OP-F7

種別（※箱抜開口閉塞詳細は構造図参照）

新規壁
開口

OP-W1

箱抜壁開口W900×H300 区画貫通処理
(熱膨張耐火材+モルタル充填)

箱抜壁開口W500×H300 区画貫通処理(〃)

OP-W2

OP-W3

OP-W4

OP-W5

[耐震壁]人通用開口W1550×H2350

[耐震壁]人通用開口W1350×H2050

[耐震壁]人通用開口W1150×H2050

設備用壁スリーブ150φOP-W10

OP-F2 箱抜床開口W800×D500 区画貫通処理(〃)

OP-F3 箱抜床開口W450×D450 区画貫通処理(〃)

箱抜壁開口W800×H500OP-W6

設備用壁スリーブ200φOP-W9

設備用壁スリーブ300φ 区画貫通処理(〃)OP-W8

箱抜壁開口W1000×H350OP-W7

設備用壁スリーブ100φOP-W11

設備用壁スリーブ50φOP-W12

OP-W13 [雑壁]人通用開口W950×H2050

OP-W14 [雑壁]人通用開口W1500×H2050

OP-W15 [雑壁]人通用開口W1000×H2050

OP-F4 箱抜床開口W400×D150 区画貫通処理(〃)

床仕上

EF-1

EF-2

EF-3

EF-4

EF-5

EF-6

EF-7

EF-8

EF-9

EF-10

既存モルタル

新設モルタル

既存仕上(磁器質タイル300角t20)ポリッシャー洗浄

磁器質タイル300角 t10

符　号 下　　　地 仕　　　上

外　　　　　　部

IF-1

IF-2

IF-3

IF-4

IF-5

IF-6

IF-7

IF-8

IF-9

IF-10

既存モルタル

乾式二重床

ビニル床タイル300角 t2.5

ビニル床シートt2.5(特殊防滑シート)
(※はモルタル下地の上)
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新規梁
ｽﾘｰﾌﾞ

設備用壁開口150φOP-G1

新規床
開口

OP-F1

符　号

箱抜床開口W500×D300 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

設備用床スリーブ75φ 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

設備用床スリーブ100φ 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

設備用床スリーブ200φ 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)OP-F5

OP-F6

OP-F7

種　　別（※箱抜開口閉塞詳細は構造図参照）

新規壁
開口

OP-W1

箱抜壁開口W900×H300 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

箱抜壁開口W500×H300 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

OP-W2

OP-W3

OP-W4

OP-W5

[耐震壁]人通用開口W1550×H2350

[耐震壁]人通用開口W1350×H2050

[耐震壁]人通用開口W1150×H2050

設備用壁スリーブ150φOP-W10

OP-F2 箱抜床開口W800×D500 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

OP-F3 箱抜床開口W450×D450 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

箱抜壁開口W800×H500OP-W6

設備用壁スリーブ200φOP-W9

設備用壁スリーブ300φ 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)OP-W8

箱抜壁開口W1000×H350OP-W7

設備用壁スリーブ100φOP-W11

設備用壁スリーブ50φOP-W12

OP-W13 [雑壁]人通用開口W950×H2050

OP-W14 [雑壁]人通用開口W1500×H2050

OP-W15 [雑壁]人通用開口W1000×H2050

OP-F4 箱抜床開口W400×D150 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)
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新設LGS

新設LGS

GB-S t12.5の上EP塗装

GB-S t12.5+ケイカル板 t6.0の上EP塗装

鉄骨屋根架構

既存コンクリート

清掃の上耐火塗料塗装

清掃

新設LGS 曲面天井：繊維補強石膏ボードt5の上EP塗装
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新規梁
ｽﾘｰﾌﾞ

設備用壁開口150φOP-G1

新規床
開口

OP-F1

符　号

箱抜床開口W500×D300 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

設備用床スリーブ75φ 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

設備用床スリーブ100φ 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

設備用床スリーブ200φ 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)OP-F5

OP-F6

OP-F7

種　　別（※箱抜開口閉塞詳細は構造図参照）

新規壁
開口

OP-W1

箱抜壁開口W900×H300 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

箱抜壁開口W500×H300 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

OP-W2

OP-W3

OP-W4

OP-W5

[耐震壁]人通用開口W1550×H2350

[耐震壁]人通用開口W1350×H2050

[耐震壁]人通用開口W1150×H2050

設備用壁スリーブ150φOP-W10

OP-F2 箱抜床開口W800×D500 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

OP-F3 箱抜床開口W450×D450 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)

箱抜壁開口W800×H500OP-W6

設備用壁スリーブ200φOP-W9

設備用壁スリーブ300φ 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)OP-W8

箱抜壁開口W1000×H350OP-W7

設備用壁スリーブ100φOP-W11

設備用壁スリーブ50φOP-W12

OP-W13 [雑壁]人通用開口W950×H2050

OP-W14 [雑壁]人通用開口W1500×H2050

OP-W15 [雑壁]人通用開口W1000×H2050

OP-F4 箱抜床開口W400×D150 区画貫通処理(熱膨張耐火材+モルタル充填)
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既存仕上

新設LGS

EP塗装

GB-R t12.5の上EP塗装

符　号 下　　　地 仕　　　上

内　　　　　　部

新設LGS

新設LGS

GB-S t12.5の上EP塗装

GB-S t12.5+ケイカル板 t6.0の上EP塗装

鉄骨屋根架構

既存コンクリート

清掃の上耐火塗料塗装

清掃

新設LGS 曲面天井：繊維補強石膏ボードt5の上EP塗装
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※詳細図参照
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グラスウールt50(密度24kg/㎥)

断熱材
　・
遮音材

【改修】〈センター棟〉
客室1〜4平面詳細図

RA-42

A1:1/20
A3:1/40

SD

S

SD

SD

SD

S

S

S

2C2

2C2

2C3

2C3

2C3

2C3

換E 換E 換E 換E 換E 換E 換E 換E

客室1 客室2 客室3 客室4

TV-32V型(壁掛け)
(備品)

ハンガーフック

±
0

+
1
7
5

洗面脱衣
スペース

SB
0812

WC

姿見W420×H1200

1027 1251

250

700
有効

内
寸
9
6
0
.
5

内寸18401027 308.5

1
1
0
0

ｶｳﾝﾀｰ天板：
シナ合板t30
(下部ｽｰﾂｹｰｽ置場)

6
9
9
.
5

800
有効

900

二連紙巻器

リモコン

造作ｶｳﾝﾀｰW900×D600
下部収納棚(建築工事)

洗面器W550×D515

造作棚(金庫内包)
※家具図参照

6
0
0

通路

鏡W600×H1000

内寸3255

折上天井

内
寸
2
9
8
0

壁
面
7
7
9
.
5

電話機(内線)

電気ケトル(備品)

机W1100×
D500×H700
※家具図参照

椅子×1脚

避難経路指示図
(扉部屋内側)
※サイン図参照

1001

シングルベッド
980×1980(備品)

シングルベッド
980×1980(備品)

ミニバー(下部収納)
W700×D500×H750
※家具図参照

1
6
4
5

1
1
0
0
.
5

2
7
4
5
.
5

セミダブルベッド
1200×1980(備品)

セミダブルベッド
1200×1980(備品)

姿見W420×H1200

8
0
0

有
効

避難経路指示図
(扉部屋内側)
※サイン図参照

ｶｳﾝﾀｰ天板：
シナ合板t30
(下部ｽｰﾂｹｰｽ置場)

1
0
0
7

3
5
0

1025

1100 1064

±0

+175

+350
115 700

有効

WC

内
寸
1
0
1
0
.
5

内寸2053

二連紙巻器

リモコン

冷蔵庫
(備品)

机W2100×D600×H700
※家具図参照

折上天井

造作棚(金庫内包)
※家具図参照

900

造作ｶｳﾝﾀｰW900×D600
下部収納棚(建築工事)

6
0
0

鏡W600×H1000

通路

871 1156

250 906

電話機(内線)

収納棚W790
×D500×H2000
※家具図参照

洗面脱衣
スペース

電気ケトル(備品)

椅子×1脚

壁面712.5

壁
面
6
5
4
.
5

壁面876.52127.5

内寸3004

4
4
0
9
.
5

2
2
4
0
.
5

3
8
0
9
.
5

6
0
0

ミニバー(下部収納)
W900×D500×H750
※家具図参照

ヘッドボードD120

ヘッドボードD120

850 2675

3525 3150 3125

3000125

2250 900

250

3275

900 2225

3300

5752725

7
5
0
0

X2 X3 X4

6550 6550

250

Y4

Y2

7
0
0
0

2
5
0

2
5
0

9
0
0

5
9
0
0

1
6
0
0

5
0
0
0

内寸800

内
寸
1
2
0
0

1
1
0
0

1000

1
6
0
0

1950

1
1
0
0

1575

3
2
0
0

SB
0812

内寸800

内
寸
1
2
0
0

1000

1
6
0
0

1
2
7
0
.
5

4
6
2
9
.
5

3
8
5
4
.
5

7
7
5

6
6
5
0

5
0
0

3
7
5
5

21662209

43752300

6550250

2050 125

1650
有効

6550

4625 1800 250

1650
有効

タオル
掛け

タオル
掛け

見切：
SUS-FBt6

見切：
SUS-FBt6

PS

4
0
0
.
5

311

265

6
3
0

PS

+
1
7
5

+
3
5
0

8
8
0

有
効

8
8
0

有
効

2102.5

内寸2979

セミダブルベッド
1200×1980(備品)

セミダブルベッド
1200×1980(備品)

ミニバー(下部収納)
W900×D500×H750
※家具図参照

8
0
0

有
効

1
0
0
7

3
5
0

1025

1100

±0

+175

ｶｳﾝﾀｰ天板：
シナ合板t30
(下部ｽｰﾂｹｰｽ置場)

収納棚W1040
×D500×H2000
※家具図参照

6
6
5
0

5
0
0

2
2
4
0
.
5

3
8
0
9
.
5

6
0
0机W2100×D600×H700

※家具図参照

電気ケトル(備品)

椅子×1脚

内
寸
1
0
1
0
.
5 265

6
3
0

WC

通路

洗面脱衣
スペース

SB
0812

二連紙巻器

リモコン

1
2
7
0
.
5

PS

内寸2053

2166 2166

2041 2459

タオル
掛け

1314115700
有効

内寸800

内
寸
1
2
0
0

1000

1
6
0
0

900

造作ｶｳﾝﾀｰW900×D600
下部収納棚(建築工事)

6
0
0

1156

250906

姿見W420×H1200

造作棚(金庫内包)
※家具図参照

846

見切：
SUS-FBt6

8
8
0

有
効

折上天井
鏡W600×H1000

電話機(内線)

冷蔵庫
(備品)

4
6
2
9
.
5

3
8
5
4
.
5

7
7
5

壁
面
6
5
4
.
5

壁面876.5

4
4
0
9
.
5

ヘッドボードD120

3
7
5
5

800
有効

避難経路指示図
(扉部屋内側)
※サイン図参照

288

WC

内
寸
9
6
0
.
5

内寸1837

二連紙巻器

リモコン

1950

1
1
0
0

ｶｳﾝﾀｰ天板：
シナ合板t30
(下部ｽｰﾂｹｰｽ置場)

PS

4
0
0
.
5

875288

1
1
0
0

1350

±
0

+
1
7
5

6
9
9
.
5

洗面脱衣
スペース

SB
0812

700
有効

見切：
SUS-FBt6

姿見W420×H1200

8
8
0

有
効1228

250978タオル
掛け

造作ｶｳﾝﾀｰW900×D600
下部収納棚(建築工事)

875

ハンガーフック

造作棚(金庫内包)
※家具図参照

通路

折上天井

電話機(内線)

鏡W600×H1000

900

洗面器W550×D515

6
0
0

内寸800

内
寸
1
2
0
0

1000

1
6
0
0

机W1100×D500×H700
※家具図参照

2
8
7
0
.
5

1
1
0
0

1
6
4
5

1
2
2
5
.
5

シングルベッド
980×1980(備品)

シングルベッド
980×1980(備品)

内寸3080

椅子×1脚ミニバー(下部収納)
W700×D500×H750
※家具図参照

内
寸
2
9
8
0

3
2
0
0

壁
面
6
5
4
.
5

電気ケトル(備品)

壁面487.5ヘッドボードD120

カーテンレール カーテンレール カーテンレール カーテンレール

冷蔵庫(備品) 冷蔵庫(備品)

三方枠：見込110
見付25 杉UC塗装

三方枠：見込110
見付25 杉UC塗装

三方枠：見込110
見付25 杉UC塗装

三方枠：見込110
見付25 杉UC塗装

TV-32V型(壁掛け)
(備品)

TV-32V型(壁掛け)
(備品)

TV-32V型(壁掛け)
(備品)

sheet numbertitlescale

date

project

双葉町コミュニティーセンター改修工事
一級建築士事務所 東京都知事登録 第50432号

drawingarchitect

松田平田・山・山堀共同企業体
一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾



押出法ポリスチレンフォーム保温板3種bA(熱伝導率0.028W/m・K以下)t25

グラスウールt50(密度24kg/㎥)

断熱材
　・
遮音材

【改修】〈センター棟〉
客室5平面詳細図

RA-43

A1:1/20
A3:1/40

EX1

φ
1500

2C3

2C3 2C4

2C4

Y2

Y4

換E

水勾配
1/200

水勾配
1/100

換E

換E

換E

TV-32V型(テレビ台直置き)(備品)

客室5

冷蔵庫
(備品)

電話機(内線)

PS

電気ケトル(備品)

姿見W420×H1200

UB
1216

WC

避難経路指示図
(扉部屋内側)
※サイン図参照

二連紙巻器

リモコン

造作ｶｳﾝﾀｰW900×D600
下部収納棚(建築工事)

通路

押入

内寸1200

内
寸
1
6
0
0

机W900×D1800×H350(備品)

980

8
2
5

1310

4866

洗面
脱衣室

内寸982.5

800
有効

和室

内
寸
1
8
7
0

収納(オープン)

ミニバー(下部収納)
※家具図参照

ミニキッチン
W900×D500

座椅子×6脚

テレビ台W1350×D300×H450
(下部収納・金庫)

スーツケース
置場

±
0

+
1
7
5

800

1
3
8
7

6
3
7

1040 800
有効

7
0
0

有
効

鏡W480×H1100

900

6
0
0

PS

キッチン
スペース

7
9
9

8
3
9

7
5
0

有
効

8
7
0

2525

800
有効

8
1
2

7
9
5

115 570

内
寸
1
6
9
3

内寸922

収納棚
W800×D500×H2000
※家具図参照

収納棚
W690×D475
×H800
※家具図参照

1020

1
1
5
9
.
5

1
0
9

内
寸
7
4
0

内寸1079.5

5316

壁面450

2
4
5
5
.
5

3
3
8
5

壁
面
9
2
9
.
5

タオル
掛け

7
5
0
0

Y4

Y2

7
0
0
0

2
5
0

2
5
0

7
7
5

7
0
0
0

2
5
0

2
8
6
8

7050

4975

525

250

X4 X5

6550

1
9
7
9

8
8
9

3
3
5
7

1
8
5
0

1
5
0
7

壁
面
6
5
5
.
5

壁面1079.5

725

4800

6550250

2000

1275

14501129.51970.5

250

250

450

6525

1100

7
5
0
0

1
6
1
0

2
5
0

1
3
6
0

3
6
2
8
.
5

2
0
1
8
.
5

1
0
5
0

5
6
0

3
8
7
1
.
5

2
2
6
1
.
5

1
6
1
0

1
7
9
6
.
5

2
0
7
5

3
8
7
1
.
5

2
5
0

1
3
6
0

3
3
6
.
5

2579.52220.5

カーテンレール

99.5

三方枠：見込110
見付25 杉UC塗装

三方枠：見込110
見付25 杉UC塗装

座椅子6脚(備品)

sheet numbertitlescale

date

project

双葉町コミュニティーセンター改修工事
一級建築士事務所 東京都知事登録 第50432号

drawingarchitect

松田平田・山・山堀共同企業体
一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾



押出法ポリスチレンフォーム保温板3種bA(熱伝導率0.028W/m・K以下)t25

グラスウールt50(密度24kg/㎥)

断熱材
　・
遮音材

SS S S

3C2

3C2

3C3

3C3

3C3

3C3

換E 換E 換E 換E 換E 換E 換E 換E水N 水N 水N 水N

通N

通N

F
I
X

洗面脱衣
スペース

WC

【改修】〈センター棟〉
客室6〜9平面詳細図

RA-44

A1:1/20
A3:1/40

客室9客室8客室7客室6

姿見W420×H1200

ハンガーフック

ハンガーフック

TV-24V型(壁掛け)
(備品)

+175

+350

±
0

+
1
7
5

ミニバー
(下部収納・冷蔵庫置場)
※家具図参照

490 990 400 1200

900

1100 1003

200

700
有効

内
寸
9
4
7

内寸1837900 263

1
1
0
0

+175

+575

250

ｶｳﾝﾀｰ天板：
シナ合板t30
(下部ｽｰﾂｹｰｽ
 置場)

6
9
9
.
5

避難経路指示図
(扉部屋内側)
※サイン図参照

リペア椅子(図書館家具再利用) リペア椅子(図書館家具再利用) リペア椅子(図書館家具再利用)

900

二連紙巻器

リモコン

造作ｶｳﾝﾀｰW900×D600
下部収納棚(建築工事)

洗面器W550×D515

造作棚(金庫内包)
※家具図参照 6

0
0

通路

鏡W600×H1000

1
5
0
5

9
0
0

16001480

折上天井

内寸3080

2
4
0
5

1
2
0
0

ｻｲﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙ
380φ(備品)

1
6
4
5

8
6
7
.
5

電話機(内線)

電気ｹﾄﾙ
(備品)

2
3
0
0

バンクベッド
※家具図参照

冷蔵庫
(備品)

3270

250

X2 X3 X4

6550 6550

2753270 3270 3270

7
5
0
0

Y4

Y2

7
0
0
0

2
5
0

2
5
0

5
3
2
5

2
1
7
5

タオル掛け SB
0812

内寸800

内
寸
1
2
0
0

1
6
0
0

1
1
0
0

2
6
2
5

5
4
74
0
0

1
4
7

1000

3270

6550250

1320 1950

1
1
0
0

4
2
2
5

6550

3270 3270 3270 275

10002270

4
0
0
.
5

PS

265800
有効

10002270 10002270 10002270

ハンガーフック

ハンガーフック

250
造作棚(金庫内包)
※家具図参照

1
6
4
5

電話機(内線)

ミニバー
(下部収納・冷蔵庫置場)
※家具図参照

400 1244

+175

+575

1
8
0
5

6
0
0

1644

2
4
0
5

1
2
0
0

ｻｲﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙ
380φ(備品)

2
3
0
0

2
6
2
5

500 980

1480

内寸3124

鏡W600×H1000折上天井

1
2
0
5

バンクベッド
※家具図参照

洗面脱衣
スペース

+175

+350

±
0

+
1
7
5

通路

SB
0812

1
6
0
0

1
1
0
0

1950 1950

WC

700
有効

内
寸
9
4
7

内寸1837

避難経路指示図
(扉部屋内側)
※サイン図参照

二連紙巻器

リモコン

800
有効

6
9
9
.
5

4
0
0
.
5

PS

309

900 307

1
1
0
0

ｶｳﾝﾀｰ天板：
シナ合板t30
(下部ｽｰﾂｹｰｽ
 置場)

900

造作ｶｳﾝﾀｰW900×D600
下部収納棚(建築工事)

洗面器W550×D515

6
0
0

タオル掛け

内寸800

内
寸
1
2
0
0

1000

姿見W420×H1200

900

1100 1047

200

+175

+575

1
5
0
5

9
0
0

2
4
0
5

2
3
0
0

2
6
2
5

避難経路指示図
(扉部屋内側)
※サイン図参照

309800
有効

900 307

1
1
0
0

ｶｳﾝﾀｰ天板：
シナ合板t30
(下部ｽｰﾂｹｰｽ
 置場)

6
9
9
.
5

4
0
0
.
5

PS

WC

±
0

+
1
7
5

700
有効

内
寸
9
4
7

内寸1837

二連紙巻器

リモコン

1
1
0
0

1950

洗面脱衣
スペース

姿見W420×H1200
+175

+350

900

1100 1047

200

900

造作ｶｳﾝﾀｰW900×D600
下部収納棚(建築工事)

洗面器W550×D515

6
0
0

通路

タオル掛け SB
0812

内寸800

内
寸
1
2
0
0

1
6
0
0

1000

ハンガーフック

ハンガーフック

250
造作棚(金庫内包)
※家具図参照

鏡W600×H1000折上天井

1
6
4
5

電話機(内線)

バンクベッド
※家具図参照

ミニバー
(下部収納・冷蔵庫置場)
※家具図参照

1
2
0
0

8
6
7
.
5

ｻｲﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙ
380φ(備品)

500 1024 400 1200

16001524

内寸3124

400 1234

1
8
0
5

6
0
0

1634

2
4
0
5

ｻｲﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙ
380φ(備品)

500 990

1490

内寸3124

ハンガーフック

ハンガーフック

250
造作棚(金庫内包)
※家具図参照

電話機(内線)

鏡W600×H1000折上天井

洗面脱衣
スペース

+175

+350

±
0

+
1
7
5

通路

SB
0812

1
6
0
0

1
1
0
0

1950

WC

700
有効

内
寸
9
4
7

内寸1837

避難経路指示図
(扉部屋内側)
※サイン図参照

二連紙巻器

リモコン

800
有効

6
9
9
.
5

4
0
0
.
5

PS

309

900 307

1
1
0
0

ｶｳﾝﾀｰ天板：
シナ合板t30
(下部ｽｰﾂｹｰｽ
 置場)

900

造作ｶｳﾝﾀｰW900×D600
下部収納棚(建築工事)

洗面器W550×D515

6
0
0

タオル掛け

内寸800

内
寸
1
2
0
0

1000

900

1100 1047

2001
6
4
5

姿見W420×H1200

2
3
0
0

2
6
2
5

バンクベッド
※家具図参照

1
2
0
5

ミニバー(下部収納
・冷蔵庫置場)
※家具図参照

+175

+575

1
2
0
0

カーテンレール カーテンレール カーテンレール カーテンレール

電気ｹﾄﾙ
(備品)

冷蔵庫
(備品)

電気ｹﾄﾙ
(備品)

冷蔵庫
(備品)

電気ｹﾄﾙ
(備品)

冷蔵庫
(備品)

三方枠：見込110
見付25 杉UC塗装

三方枠：見込110
見付25 杉UC塗装

三方枠：見込110
見付25 杉UC塗装

三方枠：見込110
見付25 杉UC塗装

ﾏｯﾄﾚｽ(ｼﾝｸﾞﾙ)
980×1980(備品)

ﾏｯﾄﾚｽ(ｼﾝｸﾞﾙ)
980×1980(備品)

ﾏｯﾄﾚｽ(ｼﾝｸﾞﾙ)
980×1980(備品)

ﾏｯﾄﾚｽ(ｼﾝｸﾞﾙ)
980×1980(備品)

TV-24V型(壁掛け)
(備品)

TV-24V型(壁掛け)
(備品)

TV-24V型(壁掛け)
(備品)

sheet numbertitlescale

date

project

双葉町コミュニティーセンター改修工事
一級建築士事務所 東京都知事登録 第50432号

drawingarchitect

松田平田・山・山堀共同企業体
一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾



押出法ポリスチレンフォーム保温板3種bA(熱伝導率0.028W/m・K以下)t25

グラスウールt50(密度24kg/㎥)

断熱材
　・
遮音材

【改修】〈センター棟〉
客室10平面詳細図

RA-45

A1:1/20
A3:1/40

EX1

FIX FIX

SSS

3C3

3C3 3C4

3C4

Y4
換N

換E 換E 換E

Y2

換E

水N

水勾配
1/100

冷蔵庫
(備品)

電話機(内線)

客室10

PS

電気ケトル
(備品)

+
3
5
0

±
0

姿見W420×H1200

SB
0812

WC

ミニバー(下部収納・
金庫・冷蔵庫置場)
※家具図参照

800
有効

1
0
7
2

避難経路指示図
(扉部屋内側)
※サイン図参照

800
有効

900

二連紙巻器

リモコン

造作ｶｳﾝﾀｰW900×D600
下部収納棚(建築工事)

洗面器
W550×D515

6
0
0

通路

鏡W350×H1000

1
2
0
0

2
3
4
9
.
5

収納

3
0
0

2
0
4
9
.
5

内寸447

円卓900φ
(備品)

940

内
寸
8
3
5

内
寸
2
3
0
0

内寸1200

洗面スペース

7
5
0

有
効

600 600

1200109

600 600

1200109

600 600

1200109

1
0
0

1
0
2
0

洗面
脱衣室

内寸950

内寸1010

内
寸
1
5
2
0

900

6
0
0

8
0
9
.
5

内寸1235 800
有効

内寸863

クローク2
7
5

450

602.5

鏡W480×H1100

内
寸
1
3
0
7

バルコニー

収納ロッカー
※家具図参照

バンクベッド
※家具図参照

タオル掛け

7
5
0
0

Y4

Y2

7
0
0
0

2
5
0

2
5
0

5
3
2
5

2
1
7
5

2
4
1
3
.
5

1
7
3
0
.
5 内寸800

内
寸
1
2
0
0

1
7
3
0
.
5

950

7070

1050

525

270

X4 X5

6550

5025

6550270

1520

250

250

1520

6545

1550

1072.5

1100 1325

内
寸
1
6
2
0

1
1
8
1

内
寸
2
3
0
0

内寸1200

内
寸
2
3
0
0

内寸1200

275

1309 1309 1334.5

335

7
5
0
0

1
6
1
0

2
5
0

1
5
3
0

4
1
5
0

2
0
1
8
.
5

1
3
6
0

2
1
7
5

2
2
6
1
.
5

1
6
1
0

2
5
0

1
3
6
0

1
1
7
5

8
0

9
0
0

8
3
0
.
5

カーテンレール

三方枠：見込110
見付25 杉UC塗装

三方枠：見込110
見付25 杉UC塗装

ﾏｯﾄﾚｽ(ｼﾝｸﾞﾙ)
980×1980(備品)

ﾏｯﾄﾚｽ(ｼﾝｸﾞﾙ)
980×1980(備品)

ﾏｯﾄﾚｽ(ｼﾝｸﾞﾙ)
980×1980(備品)

sheet numbertitlescale

date

project

双葉町コミュニティーセンター改修工事
一級建築士事務所 東京都知事登録 第50432号

drawingarchitect

松田平田・山・山堀共同企業体
一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾



押出法ポリスチレンフォーム保温板3種bA(熱伝導率0.028W/m・K以下)t25

グラスウールt50(密度24kg/㎥)

断熱材
　・
遮音材

10

11

換
E

換
E

7

12 1413

8

21

6 5

3

19 20
15

18

4

12

24

22

1C2

1C2

1C3A

1C3

汚N
雑N
(下)

換E 換E 換E 換E 換E

UP

汚N雑N

FIX FIX

フロント
有効2.80㎡

1
0
0
0

6
0
0

2
4
6
7
.
5

カウンター
(下部収納)
W1000×D600
×H1000

カウンター(下部収納)
W3300×D600×H1000

600 2700 1060

1
6
7
2
.
5

有
効

2300 1000

3300

1
5
0
2
.
5

有
効

アメニティバー

930
有効

7
9
2

有
効 7
8
0

有
効

厨房
(食品営業許可)

15.96㎡

1234.5
有効

1
0
1
5

有
効

1
3
4
7
.
5

有
効

ローテーブル付イス×4脚
(旧庁舎家具再利用)

朝食提供カウンター
(下部食器・カトラリー

収納)
※家具図参照

食器下げ台

750

900

6
0
0

2
3
1
2
.
5

2
9
1
2
.
5

850
有効

2554

3250

480

7
7
9
.
5

23
9 16 17

1C3

【改修】〈センター棟〉
1階フロント・厨房廻り

平面詳細図
RA-46

A1:1/20
A3:1/40

1500

1
2
9
5
.
5

有
効

8
0
0

X2 X3 X4

洗面カウンター
(ボウル一体型)
W750×D450×H800

シェアラウンジ・フロント廻り シェアラウンジ

バックヤード1

2
8
5
0

3326.5

7200

sheet numbertitlescale

date

project

双葉町コミュニティーセンター改修工事
一級建築士事務所 東京都知事登録 第50432号

drawingarchitect

松田平田・山・山堀共同企業体
一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾



一級建築士 第363037号　飯塚　啓吾

sheet numbertitlescale

date

project

双葉町コミュニティーセンター改修工事
一級建築士事務所 東京都知事登録 第50432号

drawingarchitect

松田平田・山・山堀共同企業体

250

75

1149
有効 Y2

Y4

庇:ｱﾙﾐ押出

1900

2295

1000 900

150

新設ELV
(乗用11人)

1915

2
5
1
0

1
3
7
5

EY1

EY2

EX1 EX2

875
離隔

8
5
5

離
隔

825 675

手摺:St-FB-t12

75

700
手摺:St-FB-t12

EXP.jカバー

手摺:St-FB-t12

人工再生木ルーバー
50×100

人工再生木
ルーバー
50×100

395 昇降路1840 395250

3130(サッシ芯）

2340

3
3
0
0
(
サ

ッ
シ

芯
）

昇
降

路
=
2
2
0
0

1
5
5

1
5
5

3
9
5

3
9
5

250

雨樋:アルミ製89Φ

250 6300

X5 X6

X5

9
0
0

既
存

建
物

外
壁

で
必

要
間

竪
穴

区
画

範
囲

9
0
0

既
存

建
物

外
壁

で
必

要
間

竪
穴

区
画

範
囲

1
0
3
5

9
0
5

1011

1
8
5
6

1
1
5

649

煙間連動の
常開防火設備（遮煙）

X5

250

Y4

X6

6300

Y2

Y1

雨樋:アルミ製89Φ

650250

X5

2295

1000

150

新設ELV
(乗用11人)

昇降路1840 250

2340 1915

2
5
1
0

1
3
7
5

昇
降

路
=
2
2
0
0

1
5
5

1
5
5

EY1

EY2

EX1 EX2

250

875
離隔

人工再生木ルーバー
50×100

人工再生木
ルーバー
50×100

1900

900

8
5
5

離
隔

395 395

3130(サッシ芯）

3
3
0
0
(
サ

ッ
シ

芯
）

3
9
5

3
9
5

9
0
0

既
存

建
物

外
壁

で
必

要
間

竪
穴

区
画

範
囲

9
0
0

既
存

建
物

外
壁

で
必

要
間

竪
穴

区
画

範
囲

煙間連動の
常開防火設備（遮煙）

1
2
0

1335

2
5

1
3
5
0

1
9
6

117

(4)

(4)

±0

+400

中庭

回廊1(半屋外)

PS

PS

250 6300

250

1C4

1C4

X5 X6

X5

CW1 CW5

CW5Y2

Y4

Y1

新設ELV
(乗用11人)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ:SUS製

上部庇:ｱﾙﾐ押出

1900

395 昇降路1840 395250

3130(サッシ芯）

2295 2340

1000 900

1915

2
5
1
0

3
3
0
0
(
サ

ッ
シ

芯
）

1
3
7
5

昇
降

路
=
2
2
0
0

1
5
5

1
5
5

3
9
5

3
9
5

EY1

EY2

EX1 EX2

250

875
離隔

8
5
5

離
隔

60
1140 350 70114070 350

6
0

1
0
8
5

3
5
0

7
0

4
0
5

7
0

3
5
0

6
0

9
0
0

6
0

1
0
5
5

3
5
0

7
0

5
2
5

7
0

3
5
0

6
0

8
1
0

雨樋:アルミ製89Φ

9
0
0

既
存

建
物

外
壁

で
必

要
間

竪
穴

区
画

範
囲

9
0
0

既
存

建
物

外
壁

で
必

要
間

竪
穴

区
画

範
囲

【増築】〈センター棟〉
ELV廻り詳細図

RA-47

A1:1/50
A3:1/100

ELV廻り1階平面図

ELV廻り2階平面図

1SL-1850

Y2

Y4
X5 X6

壁側面増打ちt180

スリット部
スタイロフォームt20

2295 2340 1915

ピット平面図(250902時点)

1
2
7
5

杭
施

工
離

隔

1295
杭施工離隔

2
5
1
0

1
3
7
5

昇
降

路
=
2
2
0
0

1
5
5

1
5
5

2
3
5

昇降路=1840250 250

EY1

EY2

EX1 EX2

2
3
5

235235

ピット平面図
ELV廻り3階平面図

250 6300

X5

Y2

Y4

X6

2295 2340 1915

1
3
7
5

EY1

EY2

2295 2340

2
5
1
0

1
3
7
5

EY1

EY2

EX1 EX2

5
2
0

5
2
0

1
5
0

520520875900

650250

X5

ELV廻り3階平面図

EX2EX1

2340

395

3130（サッシ芯）

2
5
0

2
3
2
0

3
3
0
0

3
6
0
0

Z0

Z1

Z2

Z3

新
設
E
L
V
最
高
軒
高
さ
1
0
3
2
0

新
設
E
L
V
最
高
高
さ
:
1
0
5
7
0

1
8
5
0

2295

1900

205 1930 205 395

1915

X5 X6

1
0
0
2
5

8
5
6

2
4
4

1
2
0

6
0

1
5

2
1
0
0

1
8
5

2
1
0
0

2
1
0
0

1
2
0

6
0

1
1
3
5

3
1
2
0

6
0

3
3
7
9

6
0
1
5

1
8
5

5
0
6
6
0
1
5

1
8
5

1
0
7
4

6
0
1
5

6
0

2
9
2
6

2
3
7
0
(
ﾙ
ｰ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ
H
寸
法
）

FG8
1500
×
550

中庭

250

6550

X5 X6

6300

2G3A

900

3G3A

RG3

ピット

埋め戻し

換E
A2

ELV section

換E
A2

▽設計GL(11.92)

▽1FL(設計GL+500)

▽2FL(1FL+3600)

▽3FL(2FL+3300)

▽RFL(3FL+4600)

セ
ン
タ
ー
棟
建
物
最
高
高
さ
:
1
2
0
0
0

セ
ン
タ
ー
棟
建
物
最
高
軒
高
:
1
0
5
0
0

1
5
0
0

3
1
0
0

3
3
0
0

3
6
0
0

5
0
0

Z0

Z1

Z2

Z3

1
0
8
0 7
3
0

3
5
0

▽ピットSL(1FL-1230)

人工再生木ルーバー
50×100

壁側面増打ちt180

ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑt20

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ:SUS製

上部庇:ｱﾙﾐ押出

ZR

防
火
戸
H
2
3
1
0

2
5

5
1
0

防
火
戸
H
2
3
1
0

2
5

5
1
0

C
H
2
5
5
0

5
0

5
5
0
1
5
0

C
H
2
3
5
0

5
0

2
3
2
0
(
ﾙ
ｰ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ
H
寸
法
）

上部庇:
ｱﾙﾐ押出

端部金物：
高耐蝕メッキ鋼板曲げ加工
（塩ビ層付）

鼻先:ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ(ｱ)3.0
　　 焼付塗装

3
5

1
2
0

2
0

9
3

5
0

10

1
6
3

下地：ALC t100
床仕上げ：モルタル t40
          の上ビニル床シート

2
0

2
9
4

1
2
0
0 手摺支柱：ST-FB t12

溶融亜鉛メッキの上リン酸処理
※手摺子は丸鋼12φとし、@80内外とする

1
2
0

50

150

▽FL

M12ボルト

450

手摺笠木：ST-FB t12
溶融亜鉛メッキの上リン酸処理

EVシャフト断面図



管理区分境界線

新設ELV
(乗用11人)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ:SUS製

2
5
1
0

3
3
0
0
(
サ

ッ
シ

芯
）

1
3
7
5

昇
降

路
=
2
2
0
0

1
5
5

3
9
5

EY1

8
5
5

離
隔

9
0
0 既存建物外壁で

必要間竪穴区画
範囲

管理区分境界線

CH3000・2350

回廊1(半屋外)

PS

250

12850

6300 6550 5303.3

1C4

X5

X6 X7

1C20

1C21

1C21

575 575

5400 575 575 5400 575

1C25

CW1ACW1 CW5

CW5

3275

1
0
0
0
0

2
5
0

1
1
7
5

2
5
0

Y2

【センター棟】１階平面詳細図 S=1/100

N

1
0
0

2
0
0

Y1

2
5
0
0

1
0
0

2
0
0

1
0
0

2
0
0

1
0
0

2
0
0

1
0
0

2
0
0

130
230

45°

7
5

有
効
W1
60
0

2
3
0
0

有
効

2
3
2
5

有
効

巾
員

夜
間
施
錠

OP-F5

OP-F6

回廊1(半屋外)

㎡32.13

±0

-30(1SL±0)

CH3000

中回廊(半屋外)

IW-5

EF-1

EW-2

EW-1

EW-1

EW-2

EW-1

EW-1
EW-2

既設桝移設

移
設
距
離
1
1
8
0

床下点検口

床下点検口

1
8
5
0

FI
X

100
350

下り天新設
CH2300

下り天新設
CH2300

既存消火器BOX開口閉塞
※詳細は構造図参照

下り天CH2350
緩勾配約1/300

既存建具撤去

既存建具撤去

既存建具撤去

【改修】
〈センター棟-ホール棟間〉

回廊1詳細図-1
RA-48

A1:1/50
A3:1/100

管理区分境界線

新設ELV
(乗用11人)

2
5
1
0

1
3
7
5

EY1

8
5
5

離
隔

3
3
0
0
(
サ

ッ
シ

芯
）

昇
降

路
=
2
2
0
0

1
5
5

3
9
5

9
0
0 既存建物外壁で

必要間竪穴区画
範囲

φ
1500

φ
1500

回廊1(屋外)

PS

X5 X6 X7

2
5
0

2C4
2C20

2C21

2C21

250

12850

6300 6550 5303.3

1050 575 900

2C25

45°

54
50

1
0
0
0
0

2
5
0

Y2

【センター棟】２階平面詳細図 S=1/100

N

1
0
0

2
0
0

Y1

2
5
0
0

1
0
0

1
6
5

130
230

2000

雨水直放流(既存のまま)

YD

OP-F5(排水)

OP-F6(D)

OP-W3

回廊1(屋外)

±0

-30(2SL±0)

-

㎡35.59

廊下4(半屋外)

1149
有効

EW-6

EW-2

EF-2

EW-7

EF-1

EW-1

1
8
5
5
.
5

有
効

FI
X

1
6
1
0

人工再生木ルーバー新設
※詳細図参照

水勾配
1/100

EW-1

EW1 アルミ笠木新設

アルミ笠木新設

見切:SUS-FBt6

既存消火器BOX開口閉塞
※詳細は構造図参照

中回廊(屋内)

RD

換E

IF-1

管理区分境界線

CW5

CW5

PS

1C4 1C20

1C21

1C21

1C25

CW1ACW1

1
0
0
0
0

2
5
0

1
1
7
5

2
5
0

【センター棟】１階天井伏図 S=1/100

N

1
0
0

2
0
0

2
5
0
0

1
0
0

2
0
0

1
0
0

2
0
0

1
0
0

2
0
0

1
0
0

2
0
0

130
230

45°

7
5

2
3
0
0

有
効

2
3
2
5

有
効

巾
員

X5 X6 X7

Y2

Y1

250

12850

6300 6550 5303.3

575 575 5400 575 575 5400 575

3275

回廊1(半屋外)

夜
間
施
錠

回廊1(半屋外)

±0

-30(1SL±0)

CH3000

㎡32.13

OP-F4

OP-F5

100
350

中回廊(半屋外)

IC-4

新設ELV
(乗用11人)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ:SUS製

2
5
1
0

3
3
0
0
(
サ

ッ
シ

芯
）

1
3
7
5

昇
降

路
=
2
2
0
0

1
5
5

3
9
5

EY1

8
5
5

離
隔

9
0
0 既存建物外壁で

必要間竪穴区画
範囲

下り天新設
CH2300

有
効
W1
60
0

FI
X

267

IC-4

CH3000・2350

天井点検口600角
(AL目地タイプ)

〈センター棟-ホール棟間〉[回廊1]1階平面図

〈センター棟-ホール棟間〉[回廊1]2階平面図

〈センター棟-ホール棟間〉[回廊1]1階天井伏図

sheet numbertitlescale

date

project

双葉町コミュニティーセンター改修工事
一級建築士事務所 東京都知事登録 第50432号

drawingarchitect

松田平田・山・山堀共同企業体
一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾



【改修】
〈センター棟-ホール棟間〉

回廊1詳細図-2
RA-49

A1:1/50
A3:1/100

〈センター棟-ホール棟間〉[回廊1]短手断面図

OPEN

▽設計GL(11.97)

▽1FL(設計GL+500)

▽2FL(1FL+3600)

▽3FL(2FL+3300)

▽最高軒高(3FL+3100)

▽RFL(3FL+4600)

セ
ン
タ
ー
棟
建
物
最
高
高
さ
:
1
2
0
0
0

セ
ン
タ
ー
棟
建
物
最
高
軒
高
:
1
0
5
0
0

1
5
0
0

3
1
0
0

3
3
0
0

3
6
0
0

5
0
0

Y1

Z0

Z1

Z2

Z3

Y2

500

2500

250 250

GW
1

GW
1

9
2
5

8
7
5

1
8
0
0

2
7
0
5

ZR

EW-1

EF-1

OPEN

手摺
(既存のまま)

1
1
2
0

C
H
3
0
0
0

IC-4

F

OPEN

2
7
5
0

Fb
0

FG8A
1500
×
350

250

6550

12850

X5

6550

3275

450

225

550

325

600

300

2750

1
5
0

G11

900

1
5
0

C
H
3
0
0
0

3
0

3
0

C
H
2
7
0
0

1100110011001100

ピット

1100 1100

FG44
1200
×
400

FG38
1200
×
300

Fb
30Fb

70

2
8
7
0

5
5
0

G111
5
05
0

1
1
2
0

1
7
5
0

X6

6550

X7

2
7
5
0

ピット 埋め戻し 埋め戻し ピット

1100 1100 1100

125

250

125

250 35752275 2503628.3 3722.7

OPEN OPEN

G11

回廊１

D-D'section

新設ELV
(BF対応)

GS1

2
6
7
0

8
4
5

3
6
0
0

3
0
0

3
1
0
0

4
6
0
0

1
5
0
0

2
6
0
0

7
0
0

3
3
0
0

5
5

4
2
0

回廊1(半屋外)

1
5
0

1
5
0

C
H
3
0
0
0

3
0

3
0

4
2
0

4
2
0

折上天井CH3120

ベンチH400新設

折上天井CH3120

325 325

2
0
5
0

有
効

1149
有効

OP-W3

EW-7

EW-2

EW-1

EF-1

IC-4

IC-4
IC-3

1
2
0
0

ガラス手摺新設
デッキFL+1200

EW-7

EW-1

EW-3

既存消火器BOX開口閉塞
※詳細は構造図参照

b7 RG3

アルミ笠木新設

屋根：既存仕上高圧洗浄の上、
　　　水性反応硬化型アクリルウレタン樹脂塗装

EF-4

アルミ庇新設
※詳細図参照開口塞ぎ(CB)

既存消火器BOX開口閉塞
※詳細は構造図参照

〈センター棟-ホール棟間〉[回廊1]長手断面図

sheet numbertitlescale

date

project

双葉町コミュニティーセンター改修工事
一級建築士事務所 東京都知事登録 第50432号

drawingarchitect

松田平田・山・山堀共同企業体
一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾



竪樋落し口位置

3350

3075

275

Ya2

52
63

37
70

11
67

49
37

17
12

Xa1

+
2
4
6
0

+
2
1
5
5

+
2
3
0
7
.
5

+
2
4
6
0

+
2
6
1
2
.
5

+
2
7
6
5

+
2
9
0
0

575

3210

2
5
0
0

3
8
5
0

3
5
0

3
5
0
0

1
5
0

1
2
5
0

1
2
5
0

1
2
0
0

コミュニティーホール
ロビー屋根架構

340

DN

2
5
0
0

3500

1130 1050 575

2C22

Y5

Y6

上部アルミガラリφ500
既存のまま

1500
有効

回廊2(屋外)

開口塞ぎ
(CB)

開口塞ぎ(CB)

3 C

EF-1

EF-2

IW-1

新設CBの上
IW-4

EW-8

EF-1

10
00

有
効

新設CBの上
IW-4

EW-1

OP-W14

OP-W15

アルミ笠木新設

アルミ笠木新設

防

柵:St-FBt9×W60
×H900×L850

YRD

竪樋落し口位置

3350

3075

275

Ya2

52
63

37
70

11
67

49
37

17
12

Xa1

倉庫（上りホーム）

575

3210

2
5
0
0

3
8
5
0

3
5
0

3
5
0
0

1
5
0

1
2
5
0

1
2
5
0

1
2
0
0

CW5

CW5

340

SG4 H-250×125×6×9

商品陳列棚(可動式)

FIX

SC1

※原則旧駅舎棟の内外装は
　工事対象外(建具・家具等
　の追加を除く)

既存建具撤去

3500

550 2502700

13100

3050 6550

CW5

CH2990

CW5

1C22

1C24

Y5

Y6

2
5
0
0

2
9
5
0

575

CW1

回廊2(半屋外)

開口塞ぎ(CB)

1450
有効

床下点検口

C

換
E

換
E

倉庫5

±0

-30(1SL±0)

CH3420

㎡2.81

多機能WC(BF対応)

±0

-30(1SL±0)

CH2500

㎡5.52

授乳室

㎡12.25

回廊2(半屋外)

㎡32.75

±0

-30(1SL±0)

CH2780〜3000
IF-3

EW-2

EW-2

床下点検口

防煙垂壁
H500

下り天CH2200

±0

-30(1SL±0)

CH1800〜2600

EF-1

EW-2

EW-1

EW-2

EW-1

CB素地
開口塞ぎ(CB)OP-W12×2

OP-W12

EW-2

EW-4

EW-4

EW-1

水勾配約1/50

既存ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ撤去及び
排水溝清掃の上
SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW150新設

既存建具撤去

【改修】
〈ホール棟-旧駅舎棟間〉

回廊2詳細図-1
RA-50

A1:1/50
A3:1/100

〈ホール棟-旧駅舎棟間〉[回廊2]1階平面図

〈ホール棟-旧駅舎棟間〉[回廊2]2階平面図

〈ホール棟-旧駅舎棟間〉[回廊2]天井伏図

6550

3050

6550

X10 X11 X12

3500

N

6550

3050

6550

X10 X11 X12

3500

N

竪樋落し口位置

3350

3075

275

Ya2

52
63

37
70

11
67

49
37

17
12

Xa1
開口塞ぎ(CB)

開口塞ぎ(CB)

575

3210

2
5
0
0

3
8
5
0

3
5
0

3
5
0
0

1
5
0

1
2
5
0

1
2
5
0

1
2
0
0

CW5

CW5

340

建具新設

3500

550 2502700

13100

3050 6550

CW5

CW5

1C22

1C24

2
5
0
0

2
9
5
0

575

CW1

1450
有効

C

換
EA2

換
EA2

Y5

Y6

回廊2(半屋外)

倉庫5

±0

-30(1SL±0)

CH3420

多機能WC(BF対応)

±0

-30(1SL±0)

CH2500

回廊2(半屋外)

㎡32.75

±0

-30(1SL±0)

CH2780〜3000

授乳室

㎡12.25

±0

-30(1SL±0)

CH1800〜2600

中回廊
(半屋外)

IC-4

IC-4

防煙垂壁
H500

下り天CH2200

EW-4

㎡2.81

㎡5.52

倉庫（上りホーム）

6550

3050

6550

X10 X11 X12

3500

N

sheet numbertitlescale

date

project

双葉町コミュニティーセンター改修工事
一級建築士事務所 東京都知事登録 第50432号

drawingarchitect

松田平田・山・山堀共同企業体
一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾



【改修】
〈ホール棟-旧駅舎棟間〉

回廊2詳細図-2
RA-51

A1:1/50
A3:1/100

〈ホール棟-旧駅舎棟間〉[回廊2]短手断面図 〈ホール棟-旧駅舎棟間〉[回廊2]長手断面図
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ｱﾙﾐﾆｳﾑ製
建具

共通事項

建具と膳板、額縁の隙間には結露防止断熱材を入れること。

防火設備（常時閉鎖式）(遮炎20分間)

防火設備（煙感連動随時閉鎖式）(遮炎20分間)

特定防火設備（常時閉鎖式）(遮炎1時間)

特定防火設備（煙感連動随時閉鎖式）(遮炎1時間)

特定防火設備（遮煙対応）(遮炎1時間)

不燃扉

遮煙扉

排煙オペレーター(手動ワンタッチオープン)　設置高さ：床面+1.5m

防

防

特

特

特s

不

遮

OP

SD

SG

SW

SS

TGD

TGW

LSD

FGS

B 目地棒タイプ
  FB-9×30　

A 沓摺なし
  (床仕上同材)

・本表は設計図に示す建具の種類及び特記事項を示す。

・特記なき限り、仕様・材料仕様書は監督員の指示による。(性能表、サンプル等を提出すること)

・戸棚及びカウンターその他これらに類する建具は詳細図による。

**

00
既存建具改修
（再塗装・カバー工法・現況位置への更新または新設）

建具種別

既存のまま（清掃のみ）

建具番号

**

00

**

N0

**

00

新設

建具符号 符号の色種別

建具種別略号

鋼製ドア(窓等含む)

鋼製窓

鋼製ガラリ

鋼製防火・防煙シャッター

軽量鋼製ドア(窓等含む)

耐熱強化ガラススクリーン

強化ガラスドア

強化ガラス窓

SSD ステンレス製ドア(窓等含む)

SSW ステンレス製窓

SSG ステンレス製ガラリ

AD アルミ製ドア(窓等含む)

AW アルミ製窓

AG アルミ製ガラリ

AS アルミ製軽量シャッター

WD 木製ドア(窓等含む)

WW 木製窓

F 襖

SJ 紙障子

ACW アルミ製カーテンウォール

TB トイレブース

P パーテーション

N 防鳥ネット

FL フロート板ガラス

F 型板ガラス

TP 強化ガラス

PW 磨き網入りガラス

Low-E 断熱・遮熱コーティングガラス

FW 網入り型板ガラス

A 空気層

HS 倍強度ガラス

PG 複層ガラス

FTG 耐熱強化ガラス

GB ガラスブロック

SR 熱線反射ガラス

FR 耐熱強化ガラス

MFL 熱線吸収ガラス

TG トリプルガラス

・ヒューズ装置、熱感知器、煙感知器との連動は建具表「備考」欄による。
・防火戸の種類は下表の通りで、凡例は平面図に記載する。
　建具ごとの適用は建具表「防火仕様」欄による。

各種略号 ガラス種別略号

防火設備
凡例

St スチール(亜鉛メッキ鋼板)

仕上略号

UE 錆止め兼用ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾍﾟｲﾝﾄ

SUS ステンレス

AL アルミ

各種形状

沓摺形状(特記なき限り、材質はSUSとする)

C 沓摺 D 沓摺(床に段差の
  ある場合)

E 沓摺

F 沓摺(PATタイプ) G 沓摺(ATタイプ) H 沓摺 I 沓摺(PATタイプ) J 沓摺(ATタイプ)

枠形状

A B C(PAT) D(AT) E

扉召し合わせ部

A 一般部 B PAT扉 C 自由扉

一般内外
建具の

気密性符号

PAT 高エアータイト型 1〜2 ㎥/h・㎡ A-4

AT エアータイト型 2〜8 ㎥/h・㎡ A-3

SAT 準エアータイト型 8〜30 ㎥/h・㎡ A-2

カーテンウォールの場合
は特記仕様書による

符号 型　別 単位・数値 気密性等級 備　考

一般共通
事項

1) 建具共通事項は特に図示がない場合に適用する。設計図書の優先順位は特記仕様書、

建具表、建具特記仕様書とする。

2) 建具寸法は特記なき限り枠内寸法とする。

3) 飛散防止フィルムの範囲は、建具表及び建具工事特記仕様書による。

4) 外部建具枠裏面は発泡ウレタンまたはグライトt3.0にて断熱処理を行う。

5) ｻｯｼのトロ詰めﾓﾙﾀﾙは無塩砂を使用し、塩化物を含む混和剤を用いてはならない。

6) 外部に面する鋼製扉枠及び防水層のある出入口、下枠は下地共SUS304、t1.5とする。

7) ﾓﾙﾀﾙは「公共建築工事標準仕様書」表15.3.3[調合(容積比)及び塗厚の標準値等]に

よる。十分に充填を行うこと。

8) ｼｰﾘﾝｸﾞはﾀﾞﾌﾞﾙｼｰﾘﾝｸﾞ変性シリコン系20×10とする。ｼﾝｸﾞﾙｼｰﾙ納まり部位が出る場合

監理者と協議すること。

9)

建具類の補強金物は工作図により決定する。10)

各扉のｶﾞﾗﾘの材質は、扉と同材同仕上とする。11)

外部に面するｶﾞﾗﾘには、雨水受ｶﾊﾞｰ(SUS)及び防鳥網(SUS16ﾒｯｼｭ)を設けること。12)

全ての外部付建具には原則としてガラス面に結露受を取り付け、全てに水抜き

パイプ(φ5㎜以上)を設けること。

13) ｱﾙﾐｶﾞﾗﾘの開口率は35％程度とし、開口面積は風量・風速により現場で確認する。

ガラス押さえは特記なき限りｼｰﾘﾝｸﾞ(ｼﾘｺｰﾝ系)とし、目地幅6㎜以上とする。

ｱﾙﾐｶﾞﾗﾘはﾀﾞｸﾄ接続枠付とする。(下枠排水機構付)14)

ｱﾙﾐｶﾞﾗﾘ内面にはｽﾃﾝﾚｽ製(SUS304)防虫金網又は防鳥網及び水返しを取り付ける。15)

建具工事及びｶﾞﾗｽ工事のｼｰﾘﾝｸﾞ材については、特記仕様書及び「公共建築工事標準

仕様書」表6.5.1による。

扉枠には戸当たりゴムを3箇所取り付ける。16)

17)

18)

外部付建具には、水切W120を取り付ける。19)

握り玉、レバーハンドル、引手の高さは特記なき限りFL+900〜1000㎜とする。20)

シリンダー、サムターン、ドアラッチの高さは特記なき限りFL+900〜1000㎜とする。21)

クレセントの高さは特記なき限りFL+1400程度とする。22)

排煙オペレーターの高さは特記なき限りFL+1500以下とする。23)

各建具の鍵本数は現場協議により決定すること。24)

特定防火設備及び防火設備は、認定品を使用し、シールも耐火認定シールとする。25)

建具製作は必ず建具表を参照し、その内容を盛り込むこと。26)

特記なき場合に限り、枠の見込は100mmとする。27)

特記なき場合に限り、複層ガラスの空気層は12mmとする。28)

H

建具開閉
形状

片開きドア姿図例

1 標準 2 ガラリ付 3 ガラス入 4 スリット入 5 ガラス入(腰窓)

△FL

H

1 標準

△FL

2 ガラリ付 3 ガラス入 4 スリット入 5 ガラス入(腰窓)

片引きドア姿図例

両開きドア姿図例

△FL

1 標準

W W

H

W W W W W

W W W W W

3 ガラス入

W

△FL

H

W W

2 ガラリ付

4 スリット入 5 ガラス入(腰窓)

W

6 混合

1)

排煙窓の操作ワイヤー等は枠内隠蔽式とする。2)

SLW スライディングウォール

縦枠、下部小口にプラスチックカバーとすること。3)

アルミニウム材の仕上4)

標準仕様：アルマイト処理

皮　　膜：陽極酸化皮膜厚さ9μｍ以上

塗　　膜：アクリル系樹脂ｸﾘｱ塗料を塗布し高温乾燥する膜厚7μm以上　艶消し

アルミニウム製建具の基準性能等級5)

耐風圧性：S-4(2000Pa)以上

水 密 性：W-4

気 密 性：A-3

断 熱 性：H-3以上(カバー工法による複層ガラスに限る)

遮 音 性：T-2(30dB)以上

アルミニウム製カーテンウォールの基準性能等級6)

耐風圧性：S-4(2000Pa)以上

水 密 性：W-4(外部に面する場合に限る)

気 密 性：A-3

断 熱 性：H-1以上

遮 音 性：T-2(30dB)以上

層間変位7)

1/300の層間変位に対してカーテンウォール構成材(ｼｰﾙ含む)を損傷させないこと。

1/100の層間変位に対し破損・脱落がないこと。

カーテンウォールのマリオン等の補強用鉄骨の塗装は、B種素地こしらえ+防錆塗装

+SOP塗装とする。

下地処理までを建具工事とし、仕上・塗装は塗装工事とする。

引戸には、戸当たり・戸当たりゴムを設けること。

アルミニウム製建具の付属金物は特記なき限り、同系色とする。

アルミニウム製建具の結露受皿の水抜穴は、ｴｱｰﾊﾞﾙﾌﾞ付又はｽﾃﾝﾚｽｳｰﾙ付とする。

8)

9)

10)

11)

12)

鋼製建具
共通事項

特記なき限り、沓摺はSUS-HLt2.0とする。2)

寒冷地の場合は外部扉の沓摺に結露受けを設ける。3)

PAT・AT・SAT扉はフラッシュ扉とし、枠の四周には曲げ加工による溝を設け、

クロロプレンゴム等の気密材を四周に回してつなげること。

4)

5)

鋼製ドアは、ドア厚≧40㎜とし、鋼製軽量建具はドア厚≧35㎜とする。11)

外部に面する、または厨房、浴室などの水掛かり部のSD、LSD扉枠及び三方枠は13)

特記なき限りSUS(2-ASE)とする。また、同箇所の扉はFL+300㎜までの範囲を

鋼製建具の開き戸、引き戸の枠には戸当たりゴムを取り付ける。14)

上部に庇のない外部扉は、上枠に水切金物(SUS304-t1.5、出寸法30㎜程度)を15)

取り付ける。

鋼製軽量建具及び外部鋼製建具の小口包みは表面材を曲げ込むこと。16)

建具下部スチールプレートを糸面取りすること。17)

開き戸、引き戸には指詰め防止機構を設けること。18)

SUS製建具は、角出し曲げ加工(裏面補強)とする。19)

防火区画に関わるガラリには防火ダンパー(FD)を設けること。20)

SUS(2-ASE)とし、その他の部位はST(2-ASE)とする。

外部建具枠と躯体取り合い部はダブルシールとすること。21)

建具と膳板、額縁の隙間には結露防止断熱材を入れること。1)

鋼製建具及び鋼製ｼｬｯﾀｰに用いる鋼板は、亜鉛メッキ鋼材表面処理材を使用する

こと。(亜鉛付着量は両面で120g/㎡(Z12)以上)

6) 鋼製建具及び鋼製ｼｬｯﾀｰに用いる鋼板は、厚さt1.6㎜以上のものを使用すること。

7) PS・DS等の点検口・扉等の建具の気密性能等級はAT(㎥/h・㎡)とする。

8) PATドア(気密性等級A-4)の基準性能等級

ドア厚 45㎜以上とし、ロックウール(150kg/㎥)を充填、枠にはモルタル充填

遮音性：T-2(30dB)以上

締付金物：グレモン錠3点締まり(SUS304)

三方枠・沓摺：有皮発泡シリコーンゴム入り扉エッジ(四周ゴム付)

9) ATドア(気密性等級A-3)の基準性能等級

ドア厚 40㎜以上とし、ロックウール(150kg/㎥)を充填

遮音性：T-1(25dB)以上

締付金物：本締まり錠3点締まり(SUS304)

三方枠：有皮発泡シリコーンゴム入り扉エッジ(三方ゴム付)

10) SATドア(気密性等級A-2)の基準性能等級

ドア厚 40㎜

遮音性：T-1(25dB)

締付金物：本締まり錠3点締まり(SUS304)

三方枠：有皮発泡シリコーンゴム入り扉エッジ(三方ゴム付)

鋼製建具の塗装は、特記仕様書による。ただし、下地処理までを建具工事とし、

仕上塗装は塗装工事とする。

12)

鋼板は、JIS G3302(溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板及び鋼帯)による表面処理亜鉛ﾒｯｷ鋼板とする。

(亜鉛付着量は両面で60g/㎡(Z06)以上)

1)

鋼製軽量建具の塗装は、特記仕様書による。ただし、下地処理までを建具工事とし、

仕上塗装は塗装工事とする。

2)

鋼製軽量
建具

共通事項

ステンレス
製建具
共通事項

ステンレス製建具の表面仕上1)

標準：ヘアライン仕上

その他：建具表・詳細図による

建具用
金物

共通事項

建具金物は全て見本品を提出し、監督員の承諾を得ること。1)

ドアチェックは、原則としてパラレルタイプ・ストッパー機構、2段階速度調整

ラッチングアクション角度調整機構付とする。室内側設置とし、型式は監督員の

指示による。また、全ての扉及び枠にドアチェック取付のための補強は取り付け

ること。

2)

開き戸の場合、特記なき場合に限り、ドアチェック有りとする。ただし、防火戸に

ついてはストッパーなしのドアチェックとする。

2)

フロアヒンジは表面が床と同仕上になるタイプとする。偏心吊り及び中心吊りに

ついては、監督員と協議の上決定すること。

3)

施錠形式は建具表による。ただし、施工図の段階で監督員の指示を受けること。4)

錠前のバックセットは64㎜以上とする。5)

キーシステムについて6)

マスターキーは必須とし、各階専有部分の鍵は個別キーとする。各建具の鍵本数は

現場協議により決定すること。

施工に先立ち、監督員と協議の上、本建物のキーシステムを作成し、監督員の承諾

を受ける。各キーは市販のｷｰﾎﾞｯｸｽに納入し、案内図を添付して監督員に提出する。

レバーハンドルは特記なき限りSUS-HLとする。7)

押棒はSUS-HLロングタイプもしくはミラー(鏡面)とする。8)

オペレーター開放装置は、大きさ重量に応じて耐力の検討を行い、監督員の承諾

を受ける。オペレーター用ワイヤーはサッシュ枠内内蔵又は配管カバー付とし、

壁埋込及びコンクリート打ち込みを原則とする。ボックス扉は、SUS-HLとする。

9)

両開き戸・親子開き戸には、片側上下にフランス落しを取付ける。10)

特記なき場合に限り、外部扉にはオートヒンジを設ける。11)

オートヒンジは中心吊型とし、型番は扉重量により決定する。12)

開き扉の戸当たりは原則として床設置とし、ステンレス製とする。13)

扉錠はシリンダー錠とし、両面錠、片面錠については現場決定とする。14)

壁内収納自動開閉扉のオートヒンジは扉内蔵型とする。15)

二つ折り防火扉には中心吊型ｵｰﾄﾋﾝｼﾞ、丁番型ｵｰﾄﾋﾝｼﾞ及び外扉ロック装置を用いる。16)

その他
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既存のまま（清掃のみ）

建具番号

**

00

**
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**
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SD：鋼製ドア、SSD：ステンレス製ドア、SS：鋼製シャッター、
LSD：軽量鋼製ドア、AD：アルミ製ドア、AW：アルミ製窓、
AG：アルミ製ガラリ、WD：木製ドア、TB：トイレブース
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既存建具改修（再塗装・カバー工法・現況位置への更新または新設）

建具種別

既存のまま（清掃のみ）

建具番号
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新設
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レバーハンドル錠、付属金物一式

リネン室12F 1

リネン室23F 1

扉・枠新設 扉・枠新設

-

枠：120　　扉：40

St-1.6（亜鉛メッキ鋼板）

常時閉鎖式防火設備(建設省告示第1360号)

扉：スチール焼付塗装、小口・枠：UE

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾋﾝｼﾞ、沓摺：SUS、
レバーハンドル錠、付属金物一式

1,500

2
,
1
0
0

SD

8
EPS

センター棟

1F

両開き両面フラッシュ鋼製ドア

SUS丁番、ケースハンドル、付属金物一式

シリンダー錠

OP

枠：120　　扉：40

-

-

St

扉：スチール焼付塗装、小口・枠：UE再塗装

両開き両面フラッシュ鋼製ドア

-

St-1.6（亜鉛メッキ鋼板）

-

枠：120　　扉：40

1

SD

8
EPS

センター棟(ホテル)

1F 1

SD

8'

MB

センター棟

3F 1

仕上更新

シリンダー錠

700

2
,
1
0
0

両開き両面フラッシュ鋼製ドア

SUS丁番、ケースハンドル、付属金物一式

OP

枠：120　　扉：40

-

-

St

撤去のみで改修後の再利用なし

シリンダー錠

9
0
0

6
0
0

SD

9
女WC-PS

センター棟

2F 1

片開き両面フラッシュ点検口

600 400

女子便所(屋外)-PS女WC-PS3F 1

ﾗﾝﾄﾞﾘｰﾙｰﾑ-PS

センター棟(ホテル)

2F 1

倉庫2-PS3F 1

扉・枠移設
仕上更新

SD

9

SUS丁番、ケースハンドル、付属金物一式

OP

枠：120　　扉：40

-

-

St

SD

9'

ホール棟

1F

片開き両面フラッシュ点検口

SUS丁番、ケースハンドル、付属金物一式

OP

枠：120　　扉：40

-

-

St

シリンダー錠

仕上更新

廊下1-PS1F 1

センター棟(ホテル)

SD

9'

800

2
,
1
0
0

男女WC間-PS1F 1

センター棟

1

1 1

※撤去は扉・枠共

※撤去は扉・枠共

- -

1

1

1

1

センター棟(ホテル)

シリンダー錠

センター棟(ホテル)

SD

7-3

扉・枠新設

両開き両面フラッシュ鋼製ドア

-

枠：120　　扉：40

St-1.6（亜鉛メッキ鋼板）

常時閉鎖式防火設備(建設省告示第1360号)

扉：スチール焼付塗装、小口・枠：UE

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾋﾝｼﾞ、沓摺：SUS、
レバーハンドル錠、付属金物一式

1,500

2
,
1
0
0 シリンダー錠

倉庫23F 1

5
0
0

△防煙区画
　ライン

△天井仕上

C
H
2
,
6
0
0

5
0
0

△防煙区画
　ライン

△天井仕上

C
H
2
,
6
0
0

5
0
0

△防煙区画
　ライン

△天井仕上

C
H
2
,
6
0
0

5
0
0

△防煙区画
　ライン

△天井仕上

C
H
3
,
4
5
0

7
0
0

▽出入口2FL

800

2
,
1
0
0 シリンダー錠

5
0
0

△防煙区画
　ライン

△天井仕上

C
H
2
,
3
4
0

5
0
0

△防煙区画
　ライン

△天井仕上

C
H
2
,
6
0
0

倉庫3、倉庫4、受水槽室は天井高3450のため高さ記載
省略。空調設備ｽﾍﾟｰｽは天井仕上無し(鉄骨屋根架構
下端でCH3270)のため記載省略。

授乳室

ホール棟
貸会議室

シリンダー錠
(室内:ｻﾑﾀｰﾝ)

貸会議室2F 1

ホール棟

センター棟
ﾗﾝﾄﾞﾘｰ
ｽﾍﾟｰｽ

シリンダー錠

5
0
0

△防煙区画
　ライン

△天井仕上

C
H
2
,
3
4
0

常時閉鎖式
不燃材扉

空調設備
スペース

撤去のみで改修後の再利用なし

既存のまま(シリンダー交換)
ドアチェック内蔵型、ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾋﾝｼﾞ、
レバーハンドル錠、付属金物一式

ガラリ
(有効600×300)

※ホール棟1F受水槽室・倉庫、2F空調機室(X8通り側)
　は扉のみ撤去

St-1.6（亜鉛メッキ鋼板）

扉：スチール焼付塗装、小口・枠：UE再塗装

本建具は常時閉鎖式防火設備であり、
かつ不燃材扉とする

本建具の仕様は同じだが、建築基準法の取扱いとしては
「センター棟ﾗﾝﾄﾞﾘｰｽﾍﾟｰｽは常時閉鎖式防火設備に適合」
「ホール棟貸会議室は不燃材扉に適合」である

2

1

※撤去は扉・枠共

1,500

2
,
1
0
0 シリンダー錠

SUS丁番、ケースハンドル、付属金物一式

※撤去は扉・枠共 ※撤去は扉・枠共

9
0
0

6
0
0

シリンダー錠

600

片開き両面フラッシュ点検口

SUS丁番、ケースハンドル、付属金物一式

扉：スチール焼付塗装、小口・枠：UE再塗装

枠：120　　扉：40

-

-

St-1.6（亜鉛メッキ鋼板）

9
0
0

6
0
0

400

片開き両面フラッシュ点検口

SUS丁番、ケースハンドル、付属金物一式

扉：スチール焼付塗装、小口・枠：UE再塗装

枠：120　　扉：40

-

-

St-1.6（亜鉛メッキ鋼板）

シリンダー錠

箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所

撤去既存

箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所

撤去既存

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

改　修

箇所

改　修

箇所

箇所

箇所

撤去既存

箇所

箇所 箇所

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所

箇所

箇所

箇所 箇所

撤去既存

撤去既存

箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所

撤去既存

符号

姿　図

見　込

仕　上

ガラス

備　考

現況・改修・処理

型　式

防 火 仕 様

材　料

付 属 金 物

数量
階数
・
位置

現　況 改　修

▽FL

箇所箇所 箇所

撤去既存

箇所 箇所

箇所 箇所

撤去既存現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所 箇所

現　況 改　修

▽FL

箇所
箇所

箇所

箇所 箇所

撤去既存

撤去既存
箇所

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

撤去既存

符号

姿　図

見　込

仕　上

ガラス

備　考

現況・改修・処理

型　式

防 火 仕 様

材　料

付 属 金 物

数量
階数
・
位置

符号

姿　図

見　込

仕　上

ガラス

備　考

現況・改修・処理

型　式

防 火 仕 様

材　料

付 属 金 物

数量
階数
・
位置

箇所 箇所

箇所 箇所

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所

撤去既存

撤去既存

建具表-1（鋼製建具/既存改修）

箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所

撤去既存

【改修】建具表-1
(鋼製建具/既存改修)

RA-60

A1:1/50
A3:1/100

sheet numbertitlescale

date

project

双葉町コミュニティーセンター改修工事
一級建築士事務所 東京都知事登録 第50432号

drawingarchitect

松田平田・山・山堀共同企業体
一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾



D1

撤去のみで改修後の再利用なし

片引き両面フラッシュ鋼製ドア

OP

オートヒンジ、ケースハンドル、
付属金物一式

OP

ガラリ、沓摺：SUS、付属金物一式

1
SD

10

煙感知器連動式随時閉鎖式防火戸

1,350

2
,
1
0
0

790

D1

D2

D1D2

センター棟

ELVホール1F

片開き両面フラッシュ鋼製ドア(折りたたみ式)

枠：120　　扉：50

-

St

※既存建物は平成12年以前に竣工したため甲種防火戸
　扱いと思われるが、詳細不明

1

OP

オートヒンジ、ケースハンドル、
付属金物一式

煙感知器連動式随時閉鎖式防火戸

両開き両面フラッシュ鋼製ドア

枠：120　　扉：50

-

St

煙感知器連動式随時閉鎖式特定防火設備
(建設省告示第1369号)

両開き両面フラッシュ鋼製ドア

※既存建物は平成12年以前に竣工したため甲種防火戸
　扱いと思われるが、詳細不明

UE

オートヒンジ、ケースハンドル、沓摺なし
付属金物一式

枠：120　　扉：50

-

St-1.6（亜鉛メッキ鋼板）

1,085

2
,
1
0
0

1,150

D1D2

D1

D2

SD

11'

センター棟

1ELVホール3F 1

センター棟(ホテル)

1廊下53F

扉・枠新設

SD

11'

1,117.5

2
,
1
0
0

1,117.5

D1D2

D1

D2

SD

12

センター棟

身障者WC1F 1 1

2
,
1
0
0

有効800 120(引残し)

St

枠：120　　扉：40

-

スリット窓：型板ガラスt4

SD

13

800

2
,
1
0
0 シリンダー錠

片開き両面フラッシュ鋼製ドア

OP

-

St

-

枠：120　　扉：40

ドアチェック内蔵型、ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾋﾝｼﾞ、
レバーハンドル錠、付属金物一式

ホール棟

倉庫(階段下)1F 1 1

SD

13

ホール棟

分電盤室(階段下)1F

撤去のみで改修後の再利用なし

SD

15

SD

14
設備機器スペース

旧駅舎棟

2F

※現況はアルミ製ドアになっているため、
　本建具表においては「AD-9」に記載

ホール棟(中回廊含む)

8 -

センター棟(回廊1含む)

8 -

3 -

旧駅舎棟

建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ参照1F

建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ参照1F

建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ参照1F

片面フラッシュ鋼製点検口（目地タイプ）
落とし込み式（化粧キャップ付）

化粧蓋：床仕上同材

目地：SUS-t6　　扉：50

-

化粧蓋：改修後の床仕上同材

6
0
0

600

取手：SUS、付属金物一式

枠：AL、底盤：高耐食性メッキ鋼板

-

ホール棟

1

6

公衆女子WC1F

女性ｽﾀｯﾌ用更衣室、
ｼｪｱﾗｳﾝｼﾞ×2、厨房、
廊下1×2

1F

既存のまま

-

既存のまま

-

既存のまま

既存のまま

SD

15

仕上更新

仕上更新

改修後の床仕上に合わせて
化粧蓋仕上を更新

※上記以外は床仕上の変更がない
　箇所のため、仕上面清掃のみ

1

扉・枠新設

800

1
,
9
2
0 シリンダー錠

5
4
0

3
6
0

片開き両面フラッシュ鋼製ドア

-

枠：120　　扉：40

St-1.6（亜鉛メッキ鋼板）

-

扉：スチール焼付塗装、小口・枠：UE

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾋﾝｼﾞ、沓摺：SUS、
レバーハンドル錠、付属金物一式

1,500

2
,
1
0
0

両開き両面フラッシュ鋼製框ドア

OP

枠：120　　扉：40

FLt5

-

St

SD

16

センター棟

商工会出入口3F 1 1

シリンダー錠

ドアチェック内蔵型、付属金物一式
押棒：SUSミラー

撤去のみで改修後の再利用なし

センター棟(ホテル)

SSD

1

旧駅舎棟

新駅舎連絡通路1F 1

※当該建具は令和2年旧駅舎棟
　改修工事にて新設(JR工事)

シリンダー錠

2
,
4
0
0

2,200

両開き両面フラッシュSUS製框ドア

SUSヘアライン

枠：120　　扉：50

詳細不明

詳細不明

SUS

ドアクローザー、シリンダー錠、付属金物一式
押棒：SUSミラー

詳細不明

1

撤去のみで改修後の再利用なし

SW

1

旧駅舎棟

新駅舎連絡通路1F 1

※当該建具は令和2年旧駅舎棟
　改修工事にて新設(JR工事)

-

鋼製FIX窓

排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ(上段2箇所)、グレモンハンドル錠、付属金物一式

磨き網入りガラスPWt6.8

枠：70　　障子：25

St(詳細不明)

SOP

常時閉鎖式防火設備(建設省告示第1360号)

既存のまま
（清掃のみ）

SW

1

旧駅舎棟

新駅舎連絡通路1F 1

既存のまま

既存のまま

既存のまま

-

既存のまま

-

既存のまま

既存のまま

F F F F F

SD

17

センター棟

役員室、倉庫3F 2 2

撤去のみで改修後の再利用なし

片開き両面フラッシュ鋼製ドア
（防音エアタイト）

800

2
,
1
0
0 シリンダー錠

OP

-

St

-

枠：120　　扉：40

ドアチェック内蔵型、ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾋﾝｼﾞ、
レバーハンドル錠、付属金物一式

1
SD

11

センター棟

ELVホール2F 1 1

センター棟(ホテル)

廊下22F

扉・枠新設

SD

11

1,080

2
,
1
0
0

1,080

D2

D2D1

OP

オートヒンジ、ケースハンドル、
付属金物一式

煙感知器連動式随時閉鎖式防火戸

片開き両面フラッシュ鋼製ドア(折りたたみ式)

枠：120　　扉：50

-

St

※既存建物は平成12年以前に竣工したため甲種防火戸
　扱いと思われるが、詳細不明

煙感知器連動式随時閉鎖式特定防火設備
(建設省告示第1369号)

片開き両面フラッシュ鋼製ドア(折りたたみ式)

UE

オートヒンジ、ケースハンドル、沓摺なし
付属金物一式

枠：120　　扉：50

-

St-1.6（亜鉛メッキ鋼板）

D1

1,080

2
,
1
0
0

1,080

D2

D2D1

箇所

箇所

箇所

現　況

▽FL

箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

改　修撤去既存

箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所

撤去既存

箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所

撤去既存

現　況 改　修

▽FL

箇所 箇所 箇所

撤去既存

符号

姿　図

見　込

仕　上

ガラス

備　考

現況・改修・処理

型　式

防 火 仕 様

材　料

付 属 金 物

数量
階数
・

位置

符号

姿　図

見　込

仕　上

ガラス

備　考

現況・改修・処理

型　式

防 火 仕 様

材　料

付 属 金 物

数量
階数
・

位置

符号

姿　図

見　込

仕　上

ガラス

備　考

現況・改修・処理

型　式

防 火 仕 様

材　料

付 属 金 物

数量
階数
・

位置

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所箇所 箇所

箇所 箇所

撤去既存

箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所

撤去既存

建具表-2（鋼製建具/既存改修）

箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所

撤去既存

箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所

撤去既存

現　況 改　修

▽FL

箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

撤去既存

箇所

箇所

箇所

撤去既存

撤去既存

箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所

撤去既存

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所箇所 箇所

箇所 箇所

撤去既存

【改修】建具表-2
(鋼製建具/既存改修)

RA-61

A1:1/50
A3:1/100

sheet numbertitlescale

date

project

双葉町コミュニティーセンター改修工事
一級建築士事務所 東京都知事登録 第50432号

drawingarchitect

松田平田・山・山堀共同企業体
一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾



SUSガイドレールHL、SUSまぐさHL、
手動開閉装置、シャッターはRC壁より支持、その他付属金物一式

SS

N1

電動式防火・防煙シャッター（避難時停止装置付）

煙感知器連動式随時閉鎖式特定防火設備(建設省告示第1369号)

St-1.6（亜鉛メッキ鋼板）

扉：スチール焼付塗装、小口・枠：UE

-

枠：100　　扉：15

センター棟(ホテル) 扉・枠新設

1廊下1（シェアラウンジ間）1F

1,350

386

71
140 140

900

1
,
3
0
0

1
5

300

3
4
0

2
,
3
0
0

1
5電池ケース

送信機(WLT-2)

配管25φ
(建築工事)

電気式手動閉鎖装置
SE0SⅡ

電波式無線信号
装置受信機

急降下停止装置

連動中継器
(電気設備工事)

一次側電源3φ200V
(電気設備工事)

シェアラウンジ 廊下1

SS

N2

センター棟(ホテル) 扉・枠新設

2
,
3
0
0

換E
A2

1,827.5

140 140

900

1
,
3
0
0

1
5

2
,
0
8
0

8
2
5 厨

房
側
C
H
2
,
5
0
0

提供カウンター
※家具図参照

※付属品はSS-1と同じ

1厨房（シェアラウンジ間）1F

SUSガイドレールHL、SUSまぐさHL、
手動開閉装置、シャッターはRCスラブから支持、その他付属金物一式

電動式防火・防煙シャッター（避難時停止装置付）

煙感知器連動式随時閉鎖式特定防火設備(建設省告示第1369号)

St-1.6（亜鉛メッキ鋼板）

扉：スチール焼付塗装、小口・枠：UE

-

枠：100　　扉：15

3
4
0

シェア
ラウンジ厨房

386300

2
,
0
8
0

シリンダー錠

800

2
,
1
0
0

F

シリンダー錠

スチール焼付塗装、小口・枠：UE

自閉式軽量鋼製ハンガードア

扉：St-0.6(ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ)、枠：St-1.6

大型引手(SUS+抗菌樹脂)、表示錠(非常解錠装置付)
大型ｻﾑﾀｰﾝ、ガラリW100×H670、沓摺：SUS、戸当たり、
手詰め防止パッキン、その他付属金物一式

2
,
3
0
0

2
,
1
0
0

2
0
0

縦スリット窓
W100×H1000

室内:大型ｻﾑﾀｰﾝ

LSD

N3

センター棟(ホテル)

多機能WC(BF対応)、
男子WC、女子WC1・2、
ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ、ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞ1

1F 6

扉・枠新設

枠：120　　扉：40

スリット窓：型板ガラスt4

-

120(引残し)有効800

シェアラウンジ 11F

センター棟(ホテル)

SD

N1

扉・枠新設

1,500

2
,
0
0
0

ドアハンドル：
押棒タイプSUSミラー
34φ×H2025

両開き鋼製框ドア(ガラス入)
+ランマ部鋼製ガラリ

扉・ｶﾞﾗﾘ：スチール焼付塗装、小口・枠：UE

FLt5(飛散防止フィルム貼(透明))

電気錠（タイマー制御）

St-1.6（亜鉛メッキ鋼板）

-

枠：120　　扉：40

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾋﾝｼﾞ、沓摺：SUS、
ﾄﾞｱﾊﾝﾄﾞﾙ：SUSミラー(押棒)、付属金物一式

シリンダー錠
(室内:ｻﾑﾀｰﾝ)

スチール焼付塗装、小口：UE

自閉式壁面収納軽量鋼製ハンガードア

扉：St-0.6(ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ)、枠：SUS-FBt6 

大型引手(SUS+抗菌樹脂)、表示錠(非常解錠装置付)
沓摺：SUS、戸当たり、手詰め防止パッキン、
シリンダー錠、その他付属金物一式

2
,
3
0
0

2
,
1
0
0

2
0
0

LSD

N1

センター棟(ホテル)

厨房1F 1

扉・枠新設

枠：190　　扉：40

-

120(引残し)有効850

-

シリンダー錠
(室内:ｻﾑﾀｰﾝ)

F

片開き鋼製框ドア(ガラス入)+FIX窓

シリンダー錠
(室内:ｻﾑﾀｰﾝ)

扉：スチール焼付塗装、小口・枠：UE

磨き網入りｶﾞﾗｽPWt6.8(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼(透明))

St-1.6（亜鉛メッキ鋼板）

常時閉鎖式防火設備(建設省告示第1360号)

枠：90　　扉：40

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾋﾝｼﾞ、沓摺：SUS、
ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ錠、付属金物一式、衝突防止サイン

2
,
1
0
0

電気錠（自火報連動開放）

SD

N2
廊下1 11F

センター棟(ホテル) 扉・枠新設

スチール焼付塗装、小口・枠：UE

自閉式軽量鋼製ハンガードア

扉：St-0.6(ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ)、枠：St-1.6

大型引手(SUS+抗菌樹脂)、表示錠(非常解錠装置付)
大型ｻﾑﾀｰﾝ、ガラリW100×H670、沓摺：SUS、戸当たり、
手詰め防止パッキン、その他付属金物一式

2
,
3
0
0

2
,
1
0
0

2
0
0

縦スリット窓
W100×H1000

室内:大型ｻﾑﾀｰﾝ

LSD

N2

センター棟(ホテル)

女性ｽﾀｯﾌ用更衣室1F 1

扉・枠新設

枠：120　　扉：40

スリット窓：型板ガラスt4

-

120(引残し)有効750

TB

N1

SD

N3
廊下1(ｽﾀｯﾌ専用) 21F

センター棟(ホテル) 扉・枠新設

2
,
1
0
0

煙感知器連動式随時閉鎖式特定防火設備
(建設省告示第1369号)

片開き両面フラッシュ鋼製ドア

扉：スチール焼付塗装、小口・枠：UE

オートヒンジ、ケースハンドル、沓摺なし
付属金物一式

枠：120　　扉：50

-

St-1.6（亜鉛メッキ鋼板）

1

センター棟(ホテル)

廊下11F

扉・枠新設

SD

N5

975 935

1,910

片開き両面フラッシュ鋼製ドア

-

枠：120　　扉：40

St-1.6（亜鉛メッキ鋼板）

-

扉：スチール焼付塗装、小口・枠：UE

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾋﾝｼﾞ、SUS丁番、
レバーハンドル錠、水切、付属金物一式

SD

N4
ゴミ置き場 11F

センター棟(ホテル) 扉・枠新設

1,600

2
,
1
0
0

850

2
,
1
0
0 シリンダー錠

両開き両面フラッシュ鋼製ドア

-

枠：120　　扉：40

St-1.6（亜鉛メッキ鋼板）

-

扉：スチール焼付塗装、小口・枠：UE

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾋﾝｼﾞ、沓摺：SUS、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ錠、
防虫網(ガラリ部)、ﾌﾗﾝｽ落とし、付属金物一式

2,125

1,035 905

1,940

SD

N6

センター棟(ホテル) 扉・枠新設

1廊下4(半屋外)2F

煙感知器連動式随時閉鎖式防火設備
(建設省告示第1360号)

片開き両面フラッシュ鋼製ドア(折りたたみ式)

扉：スチール焼付塗装、小口・枠：UE

オートヒンジ、ケースハンドル、沓摺なし
付属金物一式

枠：200　　扉：50

-

St-1.6（亜鉛メッキ鋼板）

2
,
1
0
0

1,350

800

1
0
0

1
0
0

1
,
9
0
0

1廊下7(半屋外)3F
SD

N7

センター棟(ホテル) 扉・枠新設

煙感知器連動式随時閉鎖式防火設備
(建設省告示第1360号)

片開き両面フラッシュ鋼製ドア

扉：スチール焼付塗装、小口・枠：UE

オートヒンジ、ケースハンドル、沓摺なし
付属金物一式

枠：120　　扉：50

-

St-1.6（亜鉛メッキ鋼板）

5
SD

N8
客室1〜52F

センター棟(ホテル) 扉・枠新設

片開き両面フラッシュ鋼製ドア

-

枠：120　　扉：40

St-1.6（亜鉛メッキ鋼板）

常時閉鎖式防火設備(建設省告示第1360号)

扉：スチール焼付塗装、小口・枠：UE

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾋﾝｼﾞ、沓摺：SUS、
レバーハンドル錠、付属金物一式、
ロックウール(150kg/㎥)充填(遮音等級T-2)

5客室6〜103F

避難経路指示図(部屋内側)(サイン図参照)

850

30607.5 30 607.5

衝突防止ｻｲﾝ：
ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ切
文字貼(両面)
サイン図参照

ホール棟

ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞ2、
多機能WC(BF対応)1F 2

扉・枠新設

1廊下5(廊下6出入口)

センター棟(ホテル)

3F
SD

N9

F

シリンダー錠
(室内:ｻﾑﾀｰﾝ)

2
,
1
0
0

1,448

850

30 850

衝突防止ｻｲﾝ：
ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ切
文字貼(両面)
サイン図参照

片開き鋼製框ドア(ガラス入)+FIX窓

扉：スチール焼付塗装、小口・枠：UE

FLt5(飛散防止フィルム貼(透明))

St-1.6（亜鉛メッキ鋼板）

-

枠：90　　扉：40

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾋﾝｼﾞ、沓摺：SUS、
ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ錠、付属金物一式、衝突防止サイン

パニックオープン、電気錠（カードキー）

倉庫5 11F

ホール棟

中回廊(公衆WC廊下) 11F

ホール棟

SD

N11

扉・枠新設

両開き鋼製框ドア(ガラス入)

扉：スチール焼付塗装、小口・枠：UE

電気錠（タイマー制御）

St-1.6（亜鉛メッキ鋼板）

常時閉鎖式で不燃材の扉

枠：120　　扉：40

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾋﾝｼﾞ、沓摺：SUS、
ﾌﾗﾝｽ落とし、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ錠、付属金物一式

1,400

2
,
0
0
0

5
0
0

△防煙区画
　ライン

△天井仕上

5
0
0

△防煙区画
　ライン

△天井仕上

C
H
2
,
6
0
0

C
H
2
,
6
0
0

ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠

ﾌﾗﾝｽ落とし

磨き網入りｶﾞﾗｽPWt6.8(飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼(透明))
5
0
0

△防煙区画
　ライン

△天井仕上

C
H
2
,
3
4
0

常時閉鎖式
不燃材扉

貸会議室

貸会議室 12F

5
0
0

△防煙区画
　ライン

△天井仕上

C
H
2
,
5
0
0

中回廊
(公衆WC
廊下)

避難口誘導灯(垂壁直付)

廊下1の2箇所は電気錠（カードキー）

センター棟(ホテル) 扉・枠新設

SK(廊下1)1F 1

C
H
2
,
6
0
0

1,739.5

600
有効

1,109.5
30

トイレブース

パネル部：40　　扉：40

-

芯材：ペーパーコア、枠材：LVL

装飾用塩化ビニルフィルム貼り（小口・枠共）

ケースハンドル、シリンダー錠、
巾木：SUSヘアライン、その他付属金物一式

-

TB

N2

TB

N3

TB

N4

ホール棟 扉・枠新設

公衆男子WC1F 1

ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙ

シリンダー錠

1,852.5

ｽﾗｲﾄﾞﾗｯﾁ
(部屋内側)

トイレブース

パネル部：40　　扉：40

-

芯材：ペーパーコア、枠材：LVL

装飾用塩化ビニルフィルム貼り（小口・枠共）

スライドラッチ(非常時開錠機能付)、
巾木：SUSヘアライン、その他付属金物一式

-

ホール棟 扉・枠新設

公衆女子WC1F 1

ホール棟 扉・枠新設

公衆女子WC1F 1

トイレブース

パネル部：40　　扉：40

-

芯材：ペーパーコア、枠材：LVL

装飾用塩化ビニルフィルム貼り（小口・枠共）

-

トイレブース

パネル部：40　　扉：40

-

芯材：ペーパーコア、枠材：LVL

装飾用塩化ビニルフィルム貼り（小口・枠共）

-

ｽﾗｲﾄﾞﾗｯﾁ
(部屋内側)

C
H
2
,
5
0
0

14
35

600
有効

600
有効

150302.5200

14
07
.5

600
有効

600
有効

340600
有効

265

2,630

C
H
2
,
5
0
0

15075 600
有効

1,665

875 190

C
H
2
,
5
0
0

SD

N10
倉庫1(階段下) 11F

1,177.5

2
,
1
0
0 シリンダー錠

両開き(親子)両面フラッシュ鋼製ドア

-

枠：120　　扉：40

St-1.6（亜鉛メッキ鋼板）

常時閉鎖式防火設備(建設省告示第1360号)

扉：スチール焼付塗装、小口・枠：UE

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾋﾝｼﾞ、沓摺：SUS、
ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ錠、ﾌﾗﾝｽ落とし、付属金物一式

センター棟(ホテル)

800 377.5

7
0
2
5
0

鋼製ガラリ
W1500×H250

・ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ・ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞは通常のｻﾑﾀｰﾝとする
・ガラリ開口率35%

スライドラッチ(非常時開錠機能付)、
巾木：SUSヘアライン、その他付属金物一式

スライドラッチ(非常時開錠機能付)、
巾木：SUSヘアライン、その他付属金物一式

ガラリ×2箇所
(有効600×150)

スチール焼付塗装、小口・枠：UE

自閉式軽量鋼製ハンガードア

扉：St-0.6(ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ)、枠：St-1.6

大型引手(SUS+抗菌樹脂)、ガラリW600×H900、
沓摺：SUS、戸当たり、手詰め防止パッキン、
その他付属金物一式

2
,
3
0
0

2
,
1
0
0

2
0
0

室内:大型ｻﾑﾀｰﾝ

LSD

N3'

センター棟(ホテル) 扉・枠新設

枠：120　　扉：40

腰窓:FLt5

-

120(引残し)有効800

喫煙室2F 1

5
0
0

△防煙区画
　ライン

△天井仕上

C
H
2
,
6
0
0

ガラリ開口率35%

扉・枠新設

ガラリ開口率35%

腰窓
W600×H770

補強下地:
St-□100×100×t2.3

新　設

▽FL

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

符号

姿　図

見　込

仕　上

ガラス

備　考

現況・改修・処理

型　式

防 火 仕 様

材　料

付 属 金 物

数量
階数
・
位置 箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

建具表-3（鋼製建具/新設）

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

符号

姿　図

見　込

仕　上

ガラス

備　考

現況・改修・処理

型　式

防 火 仕 様

材　料

付 属 金 物

数量
階数
・
位置

符号

姿　図

見　込

仕　上

ガラス

備　考

現況・改修・処理

型　式

防 火 仕 様

材　料

付 属 金 物

数量
階数
・
位置

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

【改修】建具表-3
(鋼製建具/新設)

RA-62

A1:1/50
A3:1/100

sheet numbertitlescale

date

project

双葉町コミュニティーセンター改修工事
一級建築士事務所 東京都知事登録 第50432号

drawingarchitect

松田平田・山・山堀共同企業体
一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾



F

撤去のみで改修後の再利用なし

撤去のみで改修後の再利用なし

FF

F

AD

3
1廊下

センター棟

2F

1,050

3
0
0

シリンダー錠

2
,
0
0
0

ドアクローザー、SUS丁番、
レバーハンドル錠、水切、付属金物一式

片開きアルミ製框ドア(アルミ板入)

-

枠：70　　扉：40

1,050

3
0
0

シリンダー錠

2
,
0
0
0

ドアクローザー、SUS丁番、
レバーハンドル錠、水切、付属金物一式

アルマイト処理

片開きアルミ製框ドア(ガラス入)

-

AL

枠：70　　扉：40

扉・枠新設

1廊下3

センター棟(ホテル)

2F
AD

3

AD

3'
調整室(ｺﾐｭﾆﾃｨｰﾎｰﾙ)

ホール棟

2F

600

3
0
0

シリンダー錠

2
,
0
0
0

ドアクローザー、SUS丁番、
レバーハンドル錠、水切、付属金物一式

片開きアルミ製框ドア(ガラス入)

-

枠：70　　扉：40

撤去のみで改修後の再利用なし

1 1

複層ガラスPG(FLt6+A12+Low-Et6)

両引き分けアルミ製オートドア

-

沓摺：アルミ製水切、付属金物一式

AD

1'

センター棟

ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ1F 1 1

AL押出型材（特注色）

枠：100　　扉：40

-

FLt8

800 800800

2
,
1
0
0

2
3
0

2
,
3
3
0

有効1,500

800

避難口誘導灯

撤去のみで改修後の再利用なし

AD

1

ホール棟

回廊出入口1F 1 1

撤去のみで改修後の再利用なし

両引き分けアルミ製オートドア
+上部ランマFIX窓

有効1,500

-

沓摺：アルミ製水切、付属金物一式

AL押出型材（特注色）

枠：100　　扉：40

-

FLt8

AD

2

センター棟

ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ1F 1 1

1

2
,
1
0
0

1
0
0

有効1,000

5
0
0

2
,
7
0
0

避難口誘導灯

上部ランマ部：
アルミパネル塞ぎ

片開きアルミ製框ドア(ガラス入)

-

沓摺：SUS、押棒：SUS塗装、
付属金物一式

AL押出型材（特注色）

枠：100　　扉：40

-

FLt8

撤去のみで改修後の再利用なし

機械警備連動

※撤去は障子・枠共

※この建具は令和2年旧駅舎棟改修工事にて撤去済

AD

4
駅改札出入口

旧駅舎棟

1F 1 1

F

F

F F

2連片引きアルミ製オートドア+FIX窓

5,400

2
,
7
0
0

-

AL押出型材（特注色）

FLt8

-

AL押出型材（特注色）

FLt8

沓摺：アルミ製水切、付属金物一式

-

枠：200　　扉：40

-

AL押出型材（特注色）

磨き網入りガラスPWt6.8

AD

6-1 回廊

センター棟

1F 1 1

2
,
1
0
0

2
3
0

2
,
7
0
0

3
7
0

3,200

シリンダー錠

F

両開きアルミ製框ドア(ガラス入)
+ランマFIX窓

※既存図上は「AD-6×6箇所」の符号でまとめられて
　いるが、現況はそれぞれ型式の異なる建具が入って
　いるため、本建具表においては枝番号にて整理する

両開きアルミ製框ドア(ガラス入)
+ランマ排煙窓

1,125

1
,
0
7
0

2
5
0

2
,
1
0
0

3
,
4
2
0

1,125

-

沓摺：SUS、押棒：SUS塗装、
付属金物一式

AL押出型材（特注色）

枠：70　　扉：40

-

FLt8

AD

6-2

廊下

センター棟

2F 1 1

シリンダー錠

※既存図上は「AD-6×6箇所」の符号でまとめられて
　いるが、現況はそれぞれ型式の異なる建具が入って
　いるため、本建具表においては枝番号にて整理する

1,000

6
5
0

2
5
0

2
,
1
0
03
,
0
0
0

1,000

-

沓摺：SUS、押棒：SUS塗装、
付属金物一式

AL押出型材（特注色）

枠：70　　扉：40

-

FLt8

1廊下3

センター棟(ホテル)

2FAD

6-2

扉新設
(ｶﾊﾞｰ工法)

AD

6-3 回廊(センター棟側)

ホール棟

1F 1 1

シリンダー錠

F

両開きアルミ製框ドア(ガラス入)
+ランマFIX窓

※既存図上は「AD-6×6箇所」の符号でまとめられて
　いるが、現況はそれぞれ型式の異なる建具が入って
　いるため、本建具表においては枝番号にて整理する

1,125

1
,
0
7
0

2
5
0

2
,
1
0
0

3
,
4
2
0

1,125

-

沓摺：SUS、押棒：SUS塗装、
付属金物一式

AL押出型材（特注色）

枠：70　　扉：40

-

FLt8

AD

6-4 回廊(旧駅舎棟側)

ホール棟

1F 1 1

シリンダー錠

F

両開きアルミ製框ドア(ガラス入)
+ランマFIX窓

※既存図上は「AD-6×6箇所」の符号でまとめられて
　いるが、現況はそれぞれ型式の異なる建具が入って
　いるため、本建具表においては枝番号にて整理する

1,125

9
5
0

2
5
0

2
,
1
0
0

3
,
3
0
0

1,125

-

沓摺：SUS、押棒：SUS塗装、
付属金物一式

AL押出型材（特注色）

枠：70　　扉：40

-

FLt8

避難口誘導灯

避難口誘導灯

避難口誘導灯 避難口誘導灯

撤去のみで改修後の再利用なし

AD

6-5
回廊(センター棟側
・旧駅舎棟側)

ホール棟

2F 2 2

両開きアルミ製框ドア(ガラス入)
+ランマ排煙窓

※既存図上は「AD-6×6箇所」の符号でまとめられて
　いるが、現況はそれぞれ型式の異なる建具が入って
　いるため、本建具表においては枝番号にて整理する

6
5
0

2
5
0

2
,
1
0
03
,
0
0
0

1,125

-

沓摺：SUS、押棒：SUS塗装、
付属金物一式

AL押出型材（特注色）

枠：70　　扉：40

-

FLt8

シリンダー錠

避難口誘導灯

1,125

AD

6-5
回廊(センター棟側
・旧駅舎棟側)

ホール棟

2F 2

※撤去は障子のみ(枠残し)

両開きアルミ製框ドア(ガラス入)
+ランマ排煙窓

沓摺：SUS、押棒：SUSミラー、排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ、
付属金物一式、避難口誘導灯

AL

枠：70(既存のまま)　　扉：40

-

複層ガラスPG(FLt6+A12+Low-Et6)

3
,
0
0
0

4
0

1
0
0

2
,
1
0
0

940

5
1
0

2
5
0

アルマイト処理

カバー工法
新規枠

6060 1,880

940

避難口誘導灯

3
,
0
0
0

4
0

1
0
0

2
,
1
0
0

5
1
0

2
5
0

1,065

カバー工法
新規枠

避難口誘導灯

扉新設
(ｶﾊﾞｰ工法)

※撤去は障子のみ(枠残し)

1,065

6060 2,130

両開きアルミ製框ドア(ガラス入)
+ランマ排煙窓

沓摺：SUS、押棒：SUSミラー、排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ、
付属金物一式、避難口誘導灯

AL

枠：70(既存のまま)　　扉：40

-

複層ガラスPG(FLt6+A12+Low-Et6)

アルマイト処理

カバー工法により、両サイド60㎜、上部100㎜
クリアランス確保

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所箇所 箇所

箇所 箇所

撤去既存

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所箇所 箇所

箇所 箇所

撤去既存

箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所

撤去既存

箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所

撤去既存

箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所

撤去既存

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

撤去既存

符号

姿　図

見　込

仕　上

ガラス

備　考

現況・改修・処理

型　式

防 火 仕 様

材　料

付 属 金 物

数量
階数
・
位置

建具表-4（アルミ製建具/既存改修）

符号

姿　図

見　込

仕　上

ガラス

備　考

現況・改修・処理

型　式

防 火 仕 様

材　料

付 属 金 物

数量
階数
・
位置

符号

姿　図

見　込

仕　上

ガラス

備　考

現況・改修・処理

型　式

防 火 仕 様

材　料

付 属 金 物

数量
階数
・
位置

箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所

撤去既存

箇所

箇所

箇所

現　況

▽FL

箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

改　修撤去既存

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所箇所 箇所

箇所 箇所

撤去既存 現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所箇所 箇所

箇所 箇所

撤去既存 現　況 改　修

▽FL

箇所 箇所 箇所

撤去既存

【改修】建具表-4
(アルミ製建具/既存改修)

RA-63

A1:1/50
A3:1/100

sheet numbertitlescale

date

project

双葉町コミュニティーセンター改修工事
一級建築士事務所 東京都知事登録 第50432号

drawingarchitect

松田平田・山・山堀共同企業体
一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾



F F F F F F

F
F

F
FF

F

AW1-7
(既存のまま)

AW1-7
(既存のまま)

AW1-7
(既存のまま)

AW1-7
(既存のまま)

AW1-7
(既存のまま)

AW1-7
(既存のまま)

F

F

F

F

60
0

10
0

10
0

F

AW1-11

60
0

10
0

1,
64
5

1,430 6060

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F F

F

F

F

F

F F F F F F

F
F

F
FF

F

撤去のみで改修後の再利用なし

AD

9
1設備機器スペース

旧駅舎棟

2F

600

3
0
0

シリンダー錠

1
,
0
0
0

ドアチェック内蔵型、SUS丁番、
レバーハンドル錠、水切、付属金物一式

SUS

片開き両面フラッシュ鋼製ドア

-

SUS

-

枠：120　　扉：40

※既存図上は「SD-14」の符号だが、
　現地はアルミ製ドアになっている

旧駅舎棟

AD

9
1設備機器スペース2F

既存のまま

-

既存のまま

-

既存のまま

既存のまま

AD

6-6 回廊(旧駅舎棟側)

旧駅舎棟

1F 1 -

シリンダー錠

F

両開きアルミ製框ドア(ガラス入)
+ランマFIX窓

※既存図上は「AD-6×6箇所」の符号でまとめられて
　いるが、現況はそれぞれ型式の異なる建具が入って
　いるため、本建具表においては枝番号にて整理する

1,125

8
0
0

2
5
0

2
,
1
0
03
,
1
5
0

1,125

-

沓摺：SUS、押棒：SUS塗装、
付属金物一式

AL押出型材（特注色）

枠：70　　扉：40

-

避難口誘導灯

磨き網入りガラスPWt6.8

AD

7
-廊下

センター棟

2F

900

シリンダー錠

2
,
0
0
0

ドアクローザー、SUS丁番、
レバーハンドル錠、水切、付属金物一式

片開きアルミ製框ドア(アルミ板入)

-

枠：70　　扉：40

-

-

AL押出型材（特注色）

FLt8

※現地はすでに撤去済

既存のまま
（開閉調整・シリンダー交換）

AW

1-X
ｺﾐｭﾆﾃｨｰﾎｰﾙ・ﾎﾜｲｴ

ホール棟

1F
G30

1,600 275

※記載寸法については既存図をもとに作成したCAD上の寸法であり、既存図にもサッシ寸法の記載はなく、
　これらのサッシ寸法は現地と異なる可能性がある。

1,600

1,600 275 1,600

1,600 275 1,600 275 1,600 275 1,600 275 1,600 275 1,600 275 1,600 275 1,600 275 1,600 230
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17
5

AW1-7AW1-7AW1-7AW1-7AW1-7AW1-7AW1-11AW1-11

AW1-12
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0
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0
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0
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0

2,
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0
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0
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5.
44 50
0

10
0

63
4.
29

※これらのサッシ寸法は現地と異なる可能性があるので、製作図作成前に全箇所寸法を確認の上、
　修正・調整が必要

AW1-1AW1-2AW1-3AW1-4
AW1-5AW1-6

AW1-8

50
0

10
0

1,
16
3.
13

60
0

10
0

74
5

AW1-13AW1-14

AW1-15

AW1-16

AW1-9

AW1-10

2
,
9
0
0

7
0
0

6
0
0

アルミ製FIX窓+ランマ排煙窓(ガラス入)
アルミ製FIX窓+ランマ排煙窓(ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ入)

-

排煙オペレーター、付属金物一式

AL押出型材（特注色）

枠：70　　障子：40

-

ペアガラスPG(FLt6+t6)
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0

1,
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3.
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1,
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0
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0
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2
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1,
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5.
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1 1AW1-1

AW1-2

AW1-3

AW1-4

1 1

AW1-5

AW1-6

AW1-7

AW1-8

AW1-9

AW1-10

AW1-11

AW1-12

AW1-13

AW1-14

AW1-15

AW1-16

1 1

1 1

1 1

1 1

2 2

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

6 6

AW

1-X

AW1-8〜AW1-16
アルミ製FIX窓+ランマ排煙窓(ガラス入)

アルマイト処理

排煙オペレーター、付属金物一式

AL

枠：70(既存のまま)　障子：40

-

複層ガラスPG(FLt6+A12+Low-Et6)

1

既存のまま

AW1-1

AW1-2

AW1-3

AW1-4

AW1-5

AW1-6

AW1-7

AW1-8

AW1-9

AW1-10

AW1-11

AW1-12

AW1-13

AW1-14

AW1-15

AW1-16

2

1

1

1

1
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ホール棟
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アルミ製FIX窓+ランマ排煙窓(ガラス入)
アルミ製FIX窓+ランマ排煙窓(ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ入)

-

排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ、ドアクローザー、SUS丁番、
レバーハンドル錠、水切、付属金物一式

AL押出型材（特注色）

枠：70　　障子：40

-

ﾍﾟｱｶﾞﾗｽPG(FLt6+t6)、
〈延焼にかかる部分〉ﾍﾟｱｶﾞﾗｽPG(PWt6.8+FLt6)

AW2-2 両開きアルミ製框ドア+ランマ排煙窓(ガラス入)
AW2-2 両開きアルミ製框ドア+ランマ部アルミガラリ
AW2-3 アルミ製FIX窓+ランマ部排煙窓(ガラス入)
AW2-4 アルミ製FIX窓+ランマ部アルミ製FIX窓
AW2-5 アルミ製FIX窓+ランマ部アルミパネル
AW2-6 両開きアルミ製框ドア+ランマ部アルミパネル

アルマイト処理

AL

枠：70(既存のまま)　障子：40
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複層ガラスPG(FLt6+A12+Low-Et6)

カバー工法により、両サイド60㎜、上下100㎜
クリアランス確保、アルミガラリ開口率35%
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※撤去は障子のみ
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撤去以外の建具は既存のまま
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回廊・ギャラリー

ホール棟

1F

回廊・ギャラリー

センター棟（回廊1含む）

1F

2 -

4 4

※新築当時、センター棟とホール棟間
　(回廊1)の1階は屋内空間だったと思
　われ、既存図上の当該建具数は8箇所
　になっている。
　現況は当該建具×4箇所は撤去済で
　半屋外空間になっているため、本建具
　表においては現況の箇所数を記載する。

回廊・ギャラリー

ホール棟

1F 2
AW

3

AW

3

アルミ製FIX窓+外倒し排煙窓(5枚)

排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ(上段2箇所)、グレモンハンドル錠、付属金物一式

ホール棟：磨き網入りガラスPWt6.8、センター棟：FLt5

枠：70　　障子：40

5,400

AL押出型材（特注色）

-

※既存建物は平成12年以前竣工のため乙種防火戸扱いと思われるが、詳細不明
　（新築当時はホール棟の当該建具付近に工作物があり(JR側敷地内)、建築物間の延焼が発生していたと
　　考えられる(工作物は現況撤去済)）

常時閉鎖式防火設備

※ホール棟内に残置する建具について、隣地境界線の先が「線路敷」であり、工作物等もないため、当該部分に
　おいて「延焼のおそれのある部分」は発生しない。よって、当該建具も防火仕様に関わらず残置して支障ない。

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま（※排煙オペレーターは工事の際に開閉確認・調整）

既存のまま ホール棟 センター棟
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アルミ製縦すべり出し窓

グレモンハンドル、付属金物一式

磨き網入りガラスPWt6.8

枠：70　　障子：40

AL押出型材（特注色）

-

常時閉鎖式防火設備

2F
AW

4-2

※既存建物は平成12年以前に竣工したため乙種防火戸
　扱いと思われるが、詳細不明

アルミ製縦すべり出し窓

グレモンハンドル、付属金物一式

FLt5

枠：70　　障子：40

AL押出型材（特注色）

-

-

グレモン錠

アルミ製片開き窓

グレモンハンドル錠、付属金物一式、
開放制限ストッパー(有効開口幅100㎜)

複層ガラスPG(PWt6.8+A12+Low-Et6)

枠：70(既存のまま)　障子：40
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ホール棟

9中回廊(屋内)2F

障子新設
(ｶﾊﾞｰ工法)
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4-1

※既存図上、ホール棟2階はAW-4×6箇所・AW-5×3箇所
　だが、現況としてはAW-4×9箇所になっているため、
　本建具表は現況を正とする
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アルミ製片開き窓

グレモンハンドル、付属金物一式、
開放制限ストッパー(有効開口幅100㎜)

複層ガラスPG(FLt6+A12+Low-Et6)
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カバー工法により、両サイド60㎜、上下100㎜
クリアランス確保

カバー工法により、両サイド60㎜、上下100㎜
クリアランス確保

障子新設
(ｶﾊﾞｰ工法)
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12廊下3・廊下4

センター棟(ホテル)
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アルマイト処理

▽待合ラウンジ 1FL

▽待合ラウンジ 2FL(1FL+3600)

▽待合ラウンジ 1FL

グレモン錠

カバー工法
新規枠
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ホール棟2箇所は延焼のおそれの
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※ホール棟内に残置する建具について、隣地境界線の先が「線路敷」であり、工作
　物等もないため、当該部分において「延焼のおそれのある部分」は発生しない。
　よって、当該改修建具は防火設備不要とする。

※既存建物は平成12年以前竣工のため乙種防火戸扱いと思われるが、詳細不明
　（新築当時はホール棟の当該建具付近に工作物があり(JR側敷地内)、建築物間の
　　延焼が発生していたと考えられる(工作物は現況撤去済)）
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箇所

箇所

【改修】建具表-6
(アルミ製建具/既存改修)

RA-65

A1:1/50
A3:1/100

sheet numbertitlescale

date

project

双葉町コミュニティーセンター改修工事
一級建築士事務所 東京都知事登録 第50432号

drawingarchitect

松田平田・山・山堀共同企業体
一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾



F FFF

ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠

800 100 1,900

ｸﾚｾﾝﾄ錠

45 1,070

1
0
0 60

1
0
0

930
有効開口

60

1
,
9
0
0

2
2
5F

AW

5

4
5
0

1,050

ホール棟

3 3回廊

アルミ製縦すべり出し窓

排煙オペレーター、付属金物一式

磨き網入りガラスPWt6.8

枠：70　　障子：40

AL押出型材（特注色）

-

常時閉鎖式防火設備

1F

※既存建物は平成12年以前竣工のため乙種防火戸扱い
　と思われるが、詳細不明
　（新築当時はホール棟の当該建具付近に工作物が
　　あり(JR側敷地内)、建築物間の延焼が発生して
　　いたと考えられる(工作物は現況撤去済)）

※残置する建具について、隣地境界線の先が「線路敷」
　であり、工作物等もないため、当該部分において
　「延焼のおそれのある部分」は発生しない。
　よって、当該建具も防火仕様に関わらず残置して
　支障ない。

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま（※工事の際、排煙オペレーター
の開閉確認・調整）

既存のまま

※既存図上、AW-5は1階×3箇所、2階×3箇所になって
　いるが、現況としては2階はAW-4になっているため、
　本建具表は現況を正とし、1階×3箇所のみとする。
　また、既存図上は天井付近の排煙窓になっているが、
　現況としては地窓であるため、現況を正とする。

ホール棟

3中回廊(半屋外)1F

AW

5

既存のまま

AW

6

グレモン錠

2
,
1
0
0

3
0
0

センター棟

41F 多目的スペース 4

※1F×4箇所は障子のみ撤去(枠残し)、
　2F×1箇所、3F×4箇所は枠・障子共撤去

12F 教室3 1

43F 事務室、役員室 4

両袖アルミ製片開き窓+中央FIX窓

両袖開き戸部：FLt5、FIX部：FLt8

枠：70　　扉・障子：40

AL押出型材（特注色）

-

-

グレモンハンドル、水切、付属金物一式

ｸﾚｾﾝﾄ錠

930
有効開口

アルミ製2連引き違い窓

枠：70(既存のまま)　　窓：40

AL

アルマイト処理

-

クレセント錠、引手、水切、付属金物一式

AW

6-1

11F シェアラウンジ

障子新設
(ｶﾊﾞｰ工法)センター棟(ホテル)

既存図の実施設計図(平面詳細図)ではW4000、完成図
(平面詳細図)ではW4050なので、完成図を正とする

4,050

60

1
0
0

1
0
0 60

970

1,900 100

1
,
6
2
0

△排煙有効ﾗｲﾝ

△CH3420

ｸﾚｾﾝﾄ錠1
,
8
7
0

4
1
5

1
,
8
0
0

4
8
5

1
,
1
3
5

・国住指第322号令和7年10月31日改正による排煙有効
・カバー工法により、両サイド60㎜、上下100㎜
　クリアランス確保

複層ガラスPG(FLt6+A12+Low-Et6)

AW

6-3

11F シェアラウンジ

障子新設
(ｶﾊﾞｰ工法)センター棟(ホテル)

△CH3420

アルミ製引き分け窓(中央2枚引き分け)

枠：70(既存のまま)　　障子：40

AL

アルマイト処理

-

クレセント錠、引手、水切、付属金物一式

60

1
0
0

1
0
0 60

1
,
6
2
0

△排煙有効ﾗｲﾝ

1
,
8
7
0

4
1
5

1
,
8
0
0

4
8
5

1
,
1
3
5

・国住指第322号令和7年10月31日改正による排煙有効
・カバー工法により、両サイド60㎜、上下100㎜
　クリアランス確保

複層ガラスPG(FLt6+A12+Low-Et6)

AW

6-4

11F 厨房

障子新設
(ｶﾊﾞｰ工法)センター棟(ホテル)

△厨房CH2500

△厨房FL(1FL+175)

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、SUS丁番、引手、水切、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ錠、
ｸﾚｾﾝﾄ錠、ｸﾞﾚﾓﾝﾊﾝﾄﾞﾙ錠、ﾌﾟﾘｰﾂ網戸、網戸、
開放制限ｽﾄｯﾊﾟｰ、ｱﾙﾐ断熱ｻﾝﾄﾞｲｯﾁﾊﾟﾈﾙt16、付属金物一式

アルミ製片開きドア+縦すべり出し窓
+引き違い窓(上部ｱﾙﾐｶﾞﾗﾘ・下部ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ塞ぎ)

1,
19
5 970

110 1,900
ガラリ有効

22
0

枠：70(既存のまま)　　障子：40

AL

アルマイト処理

-

複層ガラスPG(FLt6+A12+Low-Et6)

・カバー工法により、両サイド60㎜、上下100㎜
　クリアランス確保、ガラリ開口率35%

AW

6-5

扉・枠新設センター棟(ホテル)

1,050 70 1,810 70 1,050

23F 廊下6

AW

6-7
12F 客室5

扉・枠新設センター棟(ホテル)

13F 客室10
AW

6-6

扉・枠新設センター棟(ホテル)

13F 廊下6

アルミ製引き分け窓(中央2枚引き分け)

枠：70　　障子：40

AL

アルマイト処理

-

クレセント錠、引手、水切、付属金物一式

・国住指第322号令和7年10月31日改正による排煙有効

複層ガラスPG(FLt6+A12+Low-Et6)

4,050

2
1
5

2
,
1
7
0

△CH2700

△排煙有効ﾗｲﾝ

9
0
0

1
,
8
0
0

5
8
5

3
1
5

ｸﾚｾﾝﾄ錠

1,910
有効開口

アルミ製引き分け窓(中央2枚引き分け)

枠：70(既存のまま)　　窓：40

AL

アルマイト処理

-

クレセント錠、引手、水切、付属金物一式

AW

6-2

11F シェアラウンジ

障子新設
(ｶﾊﾞｰ工法)センター棟(ホテル)

60

1
0
0

1
0
0 60

995

3,900

1
,
6
2
0

△排煙有効ﾗｲﾝ

△CH3420

1
,
8
7
0

4
1
5

1
,
8
0
0

4
8
5

1
,
1
3
5

・国住指第322号令和7年10月31日改正による排煙有効
・カバー工法により、両サイド60㎜、上下100㎜
　クリアランス確保

複層ガラスPG(FLt6+A12+Low-Et6)

1,900

ｸﾚｾﾝﾄ錠 ｸﾚｾﾝﾄ錠

995 1,885
有効開口

982.5982.5

ｸﾚｾﾝﾄ錠 ｸﾚｾﾝﾄ錠

9
1
5

ｸﾞﾚﾓﾝ錠

1,970
有効開口

1,0251,025

3,000

950930

シリンダー錠

70

ｸﾚｾﾝﾄ錠

F F

2
,
1
0
0

3
0
0

60930

アルミ製片開きドア+FIX窓

枠：70　　障子：40

AL

アルマイト処理

-

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、SUS丁番、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ錠、
引手、水切、付属金物一式

複層ガラスPG(FLt6+A12+Low-Et6)

60

△排煙有効ﾗｲﾝ

41
0

3
0
0

1,795

877.5
有効開口

917.5

2
,
0
8
5

アルミ製引き違い窓

枠：70　　障子：40

AL

アルマイト処理

常時閉鎖式防火設備

クレセント錠、引手、水切、付属金物一式

複層ガラスPG(PWt6.8+A12+Low-Et6)

プリーツ網戸
(室内側) 網戸(屋外側)

AW

7-1

センター棟

22F 教室2 2

※既存図上、AW-7は2階×2箇所、3階×2箇所
　だが、現況は建具表に記載がない建具が
　3階に入っているため、本建具表において
　は2階をAW-7-1、AW-7-2とする。

F

1
,
5
0
0

9
0
0

4,050

AW

7-1

2F 客室1〜2

障子新設
(ｶﾊﾞｰ工法)センター棟(ホテル)

1

両袖アルミ製縦すべり出し窓+中央FIX窓

両袖開き戸部：FLt5、FIX部：FLt8

枠：70　　扉・障子：40

AL押出型材（特注色）

-

-

グレモンハンドル、水切、付属金物一式

既存図の実施設計図(平面詳細図)ではW4000、完成図
(平面詳細図)ではW4050なので、完成図を正とする

1,050 70 1,810 70 1,050

グレモン錠

4,050

930
有効開口

970

アルミ製2連引き違い窓

1
,
2
7
0

1
,
0
1
5

60 60

枠：70(既存のまま)　　窓：40

AL

アルマイト処理

-

クレセント錠、引手、水切、開放制限ｽﾄｯﾊﾟｰ、
付属金物一式

・カバー工法により、両サイド60㎜、上下100㎜
　クリアランス確保

複層ガラスPG(FLt6+A12+Low-Et6)

開放制限ｽﾄｯﾊﾟｰ

開放制限ｽﾄｯﾊﾟｰ

70
開放制限

ｸﾚｾﾝﾄ錠 ｸﾚｾﾝﾄ錠

100 930
有効開口

970

客室1 客室2

開放制限ｽﾄｯﾊﾟｰ

AW

7-2

2F 客室3〜4

障子新設
(ｶﾊﾞｰ工法)センター棟(ホテル)

1

4,050

792.5
有効開口

832.5

アルミ製2連引き違い窓

1
,
2
7
0

1
,
0
1
5

60 60

枠：70(既存のまま)　　窓：40

AL

アルマイト処理

-

クレセント錠、引手、水切、開放制限ｽﾄｯﾊﾟｰ、
付属金物一式

・カバー工法により、両サイド60㎜、上下100㎜
　クリアランス確保

複層ガラスPG(FLt6+A12+Low-Et6)

開放制限ｽﾄｯﾊﾟｰ

70
開放制限

ｸﾚｾﾝﾄ錠 ｸﾚｾﾝﾄ錠

100 1,067.5
有効開口

1,107.5

客室3 客室4

開放制限ｽﾄｯﾊﾟｰ

70
開放制限

70
開放制限

AW

7-3

センター棟

43F 事務室 4

6
0
0

1
,
2
5
0

2,047.25

アルミ製2連横すべり出し窓

FLt5

枠：70　　扉・障子：40

AL押出型材（特注色）

-

-

グレモンハンドル、水切、付属金物一式

※既存図(実施設計図)の建具表に記載なし
　寸法は完成図(平面詳細図)及び現況実測による

※既存図上、AW-7は2階×2箇所、3階×2箇所
　だが、現況は建具表に記載がない建具が
　3階に入っているため、本建具表において
　は3階をAW-7-3とする。

※撤去は障子のみ
　(枠残し) ※撤去は障子のみ

　(枠残し)

973.63 100 973.63

4
0
0

1
,
3
5
0

1,897.25

グレモン錠

AW

7-3

3F 客室6〜9

障子新設
(ｶﾊﾞｰ工法)センター棟(ホテル)

4

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
060

アルミ製引き違い窓

枠：70(既存のまま)　　窓：40

AL

アルマイト処理

-

クレセント錠、引手、水切、開放制限ｽﾄｯﾊﾟｰ、
付属金物一式

・カバー工法により、両サイド60㎜、上下100㎜
　クリアランス確保

複層ガラスPG(FLt6+A12+Low-Et6)

※旅館業法上の採光1/8不足
　カバー工法のクリアランス確認の上、
　場合によってはカバー工法ではなく
　枠共で更新

70
開放制限

ｸﾚｾﾝﾄ錠

開放制限ｽﾄｯﾊﾟｰ

911.12
有効開口

961.12

カバー工法
新規枠

カバー工法
新規枠

カバー工法
新規枠

カバー工法
新規枠

カバー工法
新規枠

カバー工法
新規枠

カバー工法
新規枠

2
,
1
0
0

3
0
0

1,050

アルミ製縦すべり出し窓

グレモンハンドル、付属金物一式

FLt5

枠：70　　障子：40

AL押出型材（特注色）

-

-

グレモン錠

※撤去は障子のみ(枠残し)

センター棟

1 13F ELVホール
AW

8

AW

8

3F 廊下5

障子新設
(ｶﾊﾞｰ工法)センター棟(ホテル)

1

アルミ製片開き窓

グレモンハンドル錠、付属金物一式

複層ガラスPG(FLt6+A12+Low-Et6)

枠：70(既存のまま)　障子：40

AL

アルマイト処理

-

カバー工法により、両サイド60㎜、上下100㎜
クリアランス確保

1
,
9
0
0

4
0
0

930

グレモン錠

6060

1
0
0

1
0
0

※撤去は障子・枠共
※一部躯体腰壁斫り撤去あり

センター棟

1 11F 管理事務室

AW

9

F

1
,
5
0
0

6
0
0

5,150

968 70 968 70 968 70 968 70 968

F

アルミ製5連縦すべり出し窓+FIX窓

グレモンハンドル、付属金物一式

FLt5

枠：70　　障子：40

AL押出型材（特注色）

-

-

グレモン錠

AW

9

センター棟(ホテル)

11F スタッフルーム

扉・枠新設

1
,
5
0
0

6
0
0

5,150

ｸﾚｾﾝﾄ錠

既存躯体(腰壁)斫り撤去

SD
N3

SD
N4

1,780 390 850 390 1,600

ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ 廊下1 廊下1

既存躯体(腰壁)
斫り撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ新設
(既存腰壁上部)

AW
9

アルミ製引き違い窓

枠：70　　障子：40

AL

アルマイト処理

-

クレセント錠、引手、水切、付属金物一式

複層ガラスPG(FLt6+A12+Low-Et6)

AW

10

センター棟

41F 男子WC、女子WC 4

※撤去は障子のみ(枠残し)
※センター棟2階給湯室及び
　女子WC×１の計2箇所は
　障子・枠共に撤去

52F 男子WC、女子WC、
給湯室、階段室 5

73F 男子WC、女子WC、給湯室、
階段室、事務室倉庫 7

ホール棟

11F 階段室 1

22F 階段室 2

5
0
0

1
,
2
5
0

アルミ製横すべり出し窓

グレモン錠

型板ガラスFt4

枠：70　　扉・障子：40

AL押出型材（特注色）

-

グレモンハンドル、水切、付属金物一式

※既存図(実施設計図)の建具表に記載なし
　寸法は完成図(平面詳細図)及び現況実測による

センター棟(ホテル)

1F 男子WC、女子WC1、
女性ｽﾀｯﾌ用更衣室 4

2F ﾘﾈﾝ室1、ﾗﾝﾄﾞﾘｰｽﾍﾟｰｽ、
階段1 3

3F ﾘﾈﾝ室2、ﾍﾞﾝﾀﾞｰｽﾍﾟｰｽ、
倉庫2、階段1、客室10 7

ホール棟

1F 階段2 1

2F 階段2 2

AW

10

既存のまま

ｱﾙﾐ断熱ｻﾝﾄﾞｲｯﾁ
ﾊﾟﾈﾙt16

ｱﾙﾐｶﾞﾗﾘ

500

※1F多目的スペース×1箇所、2F教室3×1箇所、
　3F事務室×1箇所はW4000

3,850

既存のまま
（清掃のみ）

既存のまま

-

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

現　況 改　修

▽FL

撤去既存

箇所 箇所

箇所 箇所

撤去既存

箇所

箇所

箇所

箇所

箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所

撤去既存

改　修

箇所箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

現　況 改　修

▽FL

箇所

撤去既存 改　修

箇所

改　修

箇所

改　修

箇所

符号

姿　図

見　込

仕　上

ガラス

備　考

現況・改修・処理

型　式

防 火 仕 様

材　料

付 属 金 物

数量
階数
・
位置

箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所

撤去既存

建具表-7（アルミ製建具/既存改修）
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建具表-8（アルミ製建具/既存改修）
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アルマイト処理

両引きアルミ製オートドア+FIX窓(カーテンウォール)

AL

枠：150　　扉：45

パニックオープン

強化ガラスTPt8(飛散防止フィルム貼(透明))

-

衝突防止ｻｲﾝ：
ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ切文字貼
(両面)サイン図参照

60 60

FF F F

AD

N5

扉・枠新設

1観光案内所

旧駅舎棟

1F

パニックオープン、レール水抜パイプ、センサー一式、付属金物一式、衝突防止サイン

アルマイト処理

両引きアルミ製オートドア+FIX窓(カーテンウォール)

AL

枠：150　　扉：45

パニックオープン

強化ガラスTPt8(飛散防止フィルム貼(透明))

-

有効1,600

衝突防止ｻｲﾝ：
ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ切文字貼
(両面)サイン図参照

835 60

2
,
5
0
0

1
8
5

2
,
6
8
5

840 1,860 840 8356060 60

5,450

障子・枠
新設

1

ホール棟

AW

N1
中回廊(屋内)2F

F F F F F F

5,450

130
引き残し

130
引き残し

2
,
5
0
0

60 835 60 840 60 840 60 840 60 840 60 835 60

付属金物一式、衝突防止サイン

アルマイト処理

アルミ製FIX窓(カーテンウォール)

AL

枠：150　　扉：45

強化ガラスTPt8(飛散防止フィルム貼(透明))

-

衝突防止ｻｲﾝ：
ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ切文字貼
(両面)サイン図参照

F F F F F

衝突防止ｻｲﾝ：
ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ切文字貼
(両面)サイン図参照

障子・枠
新設

1

ホール棟

AW

N2
中回廊(屋内)2F

4,675

2
,
5
0
0

60 863 60 863 60 863 60 863 60 863 60

付属金物一式、衝突防止サイン

アルマイト処理

アルミ製FIX窓(カーテンウォール)

AL

枠：150　　扉：45

強化ガラスTPt8(飛散防止フィルム貼(透明))

-

F

障子・枠
新設

1

AW

N3
観光案内所

旧駅舎棟

1F

2
,
5
0
0

60 775 60 60

2,565

付属金物一式、衝突防止サイン

アルマイト処理

アルミ製FIX窓(カーテンウォール)

AL

枠：150　　扉：45

強化ガラスTPt8(飛散防止フィルム貼(透明))

-

2
,
3
4
5

4
5
0

650

AG

N1

ガラリ・
枠新設

1バックヤード2

ホール棟

1F

開口率35%

付属金物一式

アルミ製ガラリ

枠：130

AL押出型材（特注色）

アルマイト処理

-

-

△梁下CH2820

2連片引きアルミ製オートドア

FF

775 60 775

AH

N1

シリンダー錠

1
,
5
0
0

300

3
0
0

扉・枠新設センター棟(ホテル)

壁点検口(アルミ目地タイプ)

7
ｼｪｱﾗｳﾝｼﾞ、厨房、
ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ、ｺﾞﾐ置き場

1F

面材：取付壁面と同仕上、枠：AL

-

-

枠：アルマイト処理

枠：50　　扉：25

付属金物一式

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

符号

姿　図

見　込

仕　上

ガラス

備　考

現況・改修・処理

型　式

防 火 仕 様

材　料

付 属 金 物

数量
階数
・
位置

建具表-10（アルミ製建具/新設）

符号

姿　図

見　込

仕　上

ガラス

備　考

現況・改修・処理

型　式

防 火 仕 様

材　料

付 属 金 物

数量
階数
・
位置

符号

姿　図

見　込

仕　上

ガラス

備　考

現況・改修・処理

型　式

防 火 仕 様

材　料

付 属 金 物

数量
階数
・
位置

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

RA-69

A1:1/50
A3:1/100 【改修】建具表-10

(アルミ製建具/新設)

sheet numbertitlescale

date

project

双葉町コミュニティーセンター改修工事
一級建築士事務所 東京都知事登録 第50432号

drawingarchitect

松田平田・山・山堀共同企業体
一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾



WD

1
教室3(X4通り側)

センター棟

2F 1 1

1,820

1
,
8
2
0

EP

取手、付属金物一式

木材(詳細不明)

枠：150　　扉：40

-

-

木製両開き扉(2連)

※取手のみ保管

撤去のみで改修後の再利用なし

WD

2
教室3(X4通り側)

センター棟

2F 1 1

1,500

1
,
8
2
0

EP

取手、付属金物一式

木材(詳細不明)

枠：150　　扉：40

-

-

木製両開き扉

※取手のみ保管

撤去のみで改修後の再利用なし

WD

3
教室3(Y2通り側)

センター棟

2F 1 1

1,820

1
,
8
2
0

EP

取手、付属金物一式

木材(詳細不明)

枠：150　　扉：40

-

-

木製両開き扉+片開き扉

※取手のみ保管

撤去のみで改修後の再利用なし

※撤去は扉・枠共 ※撤去は扉・枠共 ※撤去は扉・枠共

WD

N1

センター棟(ホテル)

客室1〜5(WC)2F 5

扉・枠新設

客室6〜9(WC)3F 4

片引き木製ハンガードア

扉：シナ合板、枠：桧

引き戸ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、戸当たりゴム、表示錠(室内ｻﾑﾀｰﾝ)、
木製ﾄﾞｱﾊﾝﾄﾞﾙ(ﾌﾞﾗｹｯﾄ：St)、その他付属金物一式

枠：170　　扉：30

-

-

装飾用塩化ビニルフィルム貼り（小口・枠共）

110(引残し)有効700

木製ﾄﾞｱﾊﾝﾄﾞﾙ

2
,
0
0
0

1,590

WD

N2

センター棟(ホテル)

客室5(客室)2F 1

扉・枠新設

客室10(洗面脱衣)3F 1

片引き木製ハンガードア

扉：シナ合板、枠：桧

枠：170　　扉：30

-

-

装飾用塩化ビニルフィルム貼り（小口・枠共）

110(引残し)有効800

木製ﾄﾞｱﾊﾝﾄﾞﾙ

2
,
0
0
0

1,790

引き戸ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、戸当たりゴム、
表示錠(室内ｻﾑﾀｰﾝ)(客室10のみ)、
木製ﾄﾞｱﾊﾝﾄﾞﾙ(ﾌﾞﾗｹｯﾄ：St)、その他付属金物一式

WD

N3

センター棟(ホテル)

客室5(洗面脱衣)2F 1

扉・枠新設

客室10(WC)3F 1

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、戸当たりゴム、表示錠(室内ｻﾑﾀｰﾝ)、
レバーハンドル、その他付属金物一式

枠：100　　扉：30

扉：シナ合板、枠：桧

-

装飾用塩化ビニルフィルム貼り（小口・枠共）

片開き木製ドア

-

敷居・鴨居、引手

WD

N5

センター棟(ホテル) 扉・枠新設

客室5(押入れ)2F 1

障子：段ボール芯材

-

襖

引手

鴨居

敷居有効750
2
,
0
0
0

1
,
8
2
0

有効890

1,820

-

襖紙

枠：100　　扉：30

WD

N6

センター棟(ホテル) 扉・枠新設

フロント1F 1

片開き木製スイングドア

留め金物(壁下地固定)、グラビティヒンジ、SUS丁番、
扉固定用フック、戸当たりゴム、その他付属金物一式

ｸﾞﾗﾋﾞﾃｨﾋﾝｼﾞ

1
,
0
0
0

9
0
0

1
0
0

900

扉：シナ合板

-

-

装飾用塩化ビニルフィルム貼り（小口・枠共）

枠：40　　扉：20

留め金物
(壁下地固定)

上下SUS

1,820 910

引手

鴨居

敷居

1
,
8
2
0

2,700

F

1
教室3(Y2通り側)

センター棟

2F 1 1

※撤去は扉・枠共

撤去のみで改修後の再利用なし

1,370

襖紙

敷居、鴨居、引手

詳細不明

枠：100　　扉：30

-

-

襖

ドアチェック、戸当たりゴム、レバーハンドル、
その他付属金物一式

枠：120　　扉：40

扉：詳細不明、枠：詳細不明

-

不明

片開き木製ドア

-

有効800

2
,
0
0
0

サムターン
室内:ｻﾑﾀｰﾝ 室内:ｻﾑﾀｰﾝ

WD

4

役員室、倉庫

センター棟

3F 2 2

※撤去は扉・枠共

撤去のみで改修後の再利用なし

引手

鴨居

敷居

1
,
8
2
0

2,600

F

2
教室3(Y2通り側)

センター棟

2F 1 1

※撤去は扉・枠共

撤去のみで改修後の再利用なし

1,320

襖紙

敷居、鴨居、引手

詳細不明

枠：100　　扉：30

-

-

襖

引手

鴨居

敷居

1
,
8
2
0

2,300

F

3
教室3(Y2通り側)

センター棟

2F 1 1

※撤去は扉・枠共

撤去のみで改修後の再利用なし

1,170

襖紙

敷居、鴨居、引手

詳細不明

枠：100　　扉：30

-

-

襖

ドアチェック、戸当たりゴム、レバーハンドル、
その他付属金物一式

枠：120　　扉：40

扉：詳細不明、枠：詳細不明

-

不明

片開き木製ドア(ガラス入)

-

WD

5
事務室

旧駅舎棟

1F 1 -

既存のまま

-

既存のまま

-

既存のまま

既存のまま

既存のまま
（開閉調整・シリンダー交換）

既存のまま

WD

5
事務室

旧駅舎棟

1F 1

WD

6
トイレ

旧駅舎棟

1F 1 -

780

2
,
1
3
5

600

2
,
0
0
0

ドアチェック、戸当たりゴム、レバーハンドル、
その他付属金物一式

枠：120　　扉：40

扉：詳細不明、枠：詳細不明

-

不明

片開き木製ドア

-

既存のまま

-

既存のまま

-

既存のまま(シリンダー交換)

既存のまま

既存のまま

※この建具は令和2年旧駅舎棟
改修工事にて新設

※この建具は令和2年旧駅舎棟
改修工事にて新設

WD

6
トイレ

旧駅舎棟

1F 1

既存のまま

既存のまま
（開閉調整・シリンダー交換）

既存のまま(シリンダー交換)

WD

N4

センター棟(ホテル) 扉・枠新設

収納3F 1

有効427

2
,
0
0
0 鍵付

ﾄﾞｱｸﾁｪｯｸ内蔵型、戸当たりゴム、掘込引手(鍵付)、
その他付属金物一式

片開き木製収納ドア

枠：100　　扉：30

扉：シナ合板、枠：桧

-

装飾用塩化ビニルフィルム貼り（小口・枠共）

-

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所

撤去既存

箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所

撤去既存

箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所

撤去既存

箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所

撤去既存

箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所

撤去既存

符号

姿　図

見　込

仕　上

ガラス

備　考

現況・改修・処理

型　式

防 火 仕 様

材　料

付 属 金 物

数量
階数
・
位置

建具表-11（木製建具/既存改修・新設）

符号

姿　図

見　込

仕　上

ガラス

備　考

現況・改修・処理

型　式

防 火 仕 様

材　料

付 属 金 物

数量
階数
・
位置

符号

姿　図

見　込

仕　上

ガラス

備　考

現況・改修・処理

型　式

防 火 仕 様

材　料

付 属 金 物

数量
階数
・
位置

箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所

撤去既存

箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所

撤去既存

箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所

撤去既存

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所

箇所

新　設

▽FL

箇所

箇所箇所 箇所

箇所 箇所

箇所 箇所

現　況 改　修

▽FL

箇所

箇所

箇所

撤去既存

RA-70

A1:1/50
A3:1/100 【改修】建具表-11

(木製建具/既存改修・新設)

sheet numbertitlescale

date

project

双葉町コミュニティーセンター改修工事
一級建築士事務所 東京都知事登録 第50432号

drawingarchitect

松田平田・山・山堀共同企業体
一級建築士 第363037号　飯塚 啓吾


	RA-24-【改修】〈センター棟〉1階平面詳細図 1/100
	Viewport-128

	RA-25-【改修】〈センター棟〉2階平面詳細図 1/100
	Viewport-129

	RA-26-【改修】〈センター棟〉3階平面詳細図 1/100
	Viewport-130

	RA-27-【改修】〈ホール棟〉1階平面詳細図 1/100
	Viewport-114

	RA-28-【改修】〈ホール棟〉2階平面詳細図 1/100
	Viewport-131

	RA-29-【改修】〈旧駅舎棟〉1階平面詳細図 1/100
	Viewport-195

	RA-30-【改修】〈旧駅舎棟〉吹抜部平面詳細図及びロビー屋根架構図 1/100
	Viewport-196

	RA-31-【改修】〈センター棟〉ピット図 1/100
	Viewport-125

	RA-32-【改修】〈ホール棟〉ピット図 1/100
	Viewport-148

	RA-33-【改修】〈旧駅舎棟〉ピット図 1/100
	Viewport-204

	RA-34-【改修】〈センター棟〉1階天井伏図 1/100
	Viewport-149

	RA-35-【改修】〈センター棟〉2階天井伏図 1/100
	Viewport-174

	RA-36-【改修】〈センター棟〉3階天井伏図 1/100
	Viewport-175

	RA-37-【改修】〈ホール棟〉1階天井伏図 1/100
	Viewport-124

	RA-38-【改修】〈ホール棟〉2階天井伏図 1/100
	Viewport-134

	RA-39-【改修】〈ホール棟〉屋根部天井伏図 1/100
	Viewport-135

	RA-40-【改修】〈旧駅舎棟〉1階天井伏図 1/100
	Viewport-225

	RA-41-【改修】〈旧駅舎棟〉吹抜部天井伏図 1/100
	Viewport-246
	Viewport-245

	RA-42-【改修】〈センター棟〉客室1〜4詳細図 1/40
	Viewport-238

	RA-43-【改修】〈センター棟〉客室5詳細図 1/40
	Viewport-241

	RA-44-【改修】〈センター棟〉客室6〜9詳細図 1/40
	Viewport-242

	RA-45-【改修】〈センター棟〉客室10詳細図 1/40
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